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め
、
火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
天
空
の
芸
術
祭
、
ま

た
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
実
に
４
年
ぶ
り
と
な
る
駅
伝
大
会
な

ど
が
開
催
さ
れ
、
実
り
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
取
り
巻
く
環
境
が
確
実
に

変
化
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　「
Ｇ
Ｍ
Ｏ
ア
ス
リ
ー
ツ
パ
ー
ク
湯
の
丸
」
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
経
て
「
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
聖
地
」
と
し
て
ま
す
ま
す
認
知
度
が
高
ま
っ
て
お

り
、
競
泳
や
陸
上
競
技
の
み
な
ら
ず
、
多
様
な
競
技
団
体
の

皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
く
な
ど
、
裾
野
の
広
が
り
を
見
せ

て
お
り
ま
す
。
オ
リ
パ
ラ
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
引
き
続
き

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
と
と
も
に
、
東
御

市
創
生
の
重
要
な
資
源
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い
や
不
安
定
な
社

会
情
勢
等
、
引
き
続
き
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
等
、

新
し
い
時
代
へ
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
東
御
市
が
活
気
と
笑
顔
に
満
ち
溢
れ
、
輝
か
し
い
未
来
を

手
繰
り
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
、
市
一
丸
と
な
っ
て
「
持
続
可
能

な
美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
市
民
一
人
ひ
と
り
に
と
り
ま
し
て
「
希

望
に
満
ち
た
年
」
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
市
政
運
営
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感
染
力
が
強
い
と
言

わ
れ
る
B
A
・
５
系
統
へ
の
置
き
換
わ
り
な
ど
、
こ
れ
ま

で
次
々
と
そ
の
姿
を
変
え
、
感
染
拡
大
を
繰
り
返
し
て
き
ま

し
た
。
雷
電
ま
つ
り
の
開
催
が
３
年
続
け
て
見
送
ら
れ
る
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
与
え
る
影
響
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
社
会
活
動
や
地
域
経
済
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
感
染
症
対
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
東
御
市
の
魅
力

ア
ッ
プ
や
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
、
未
来
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
３
月
、
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
よ
り
被
災
し
た
「
市
道

白
鳥
神
社
線
（
海
野
宿
橋
）」
が
復
旧・開
通
い
た
し
ま
し
た
。

４
月
に
は
地
元
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
に
よ
り
「
海
野

宿
春
ら
ん
ま
ん
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
海
野
宿
に
賑
わ
い
が

戻
る
と
と
も
に
、
多
く
の
方
が
宿
場
の
雰
囲
気
を
楽
し
む
姿

を
拝
見
し
、
海
野
宿
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
を
再
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
４
月
、「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。
妊
娠
期
か
ら
概
ね
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
お
よ
び
そ

の
家
庭
を
対
象
に
、
出
産
か
ら
子
育
て
に
お
け
る
子
ど
も
へ

の
関
わ
り
や
家
庭
内
の
問
題
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
悩
み
事
に
つ

い
て
、
伴
走
型
で
切
れ
目
な
い
支
援
に
よ
り
、「
子
育
て
」

支
援
か
ら
「
子
育
ち
」
支
援
へ
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

自
立
し
た
個
人
と
し
て
健
や
か
に
成
長
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
５
月
、
湯
の
丸
高
原
に
「
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
」
が
開
所
い

た
し
ま
し
た
。
新
し
い
働
き
方
が
広
ま
る
な
か
、
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
と
併
せ
、
湯
の
丸
高
原
の
新
た
な
魅
力
と
し
て
全

国
へ
Ｐ
Ｒ
し
、
新
た
な
人
の
流
れ
と
関
係
人
口
の
増
加
を
促

進
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
７
月
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
併
設
し
た
新
し
い
和
児
童

館
が
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。「
小
学
校
の
近
く
に
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
を
」
と

い
う
地
域
の
皆
さ
ま
の
思
い
を
受
け
、
旧
和
保
育
園
の
跡
地

に
建
設
し
ま
し
た
。
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
拠
点
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
溢
れ
、
成
長
の
糧
と
な
る
よ

う
今
後
の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
秋
以
降
、
３
年
ぶ
り
と
な
る
巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
を
は
じ

市
長 

新
年
あ
い
さ
つ

急
が
ず
、あ
せ
ら
ず
、

あ
き
ら
め
ず

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

湯
の
丸
高
原
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設
に
つ
い
て

新
年
の
抱
負

一
年
を
振
り
返
っ
て

東
御
市
長
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令
和
２
年
度
・
令
和
３
年
度 

成
人
式
（
8
日
）

令
和
元
年
台
風
第
19
号
で
被
災
し
た
市
道
白
鳥
神
社
線
海
野
宿
橋
開
通
（
1
日
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
お
よ
び
モ
ル
ド
バ
支
援
の
た
め
の
募
金
受
付
ス
タ
ー
ト
（
14
日
）

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設
（
1
日
）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
S
a
n
y 

T
O
M
I
活
動
ス
タ
ー
ト

海
野
宿
春
ら
ん
ま
ん
祭
り
（
10
日
）

湯
の
丸
高
原
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
開
所
式
（
28
日
）

和
児
童
館
竣
工
式
（
1
日
）

中
央
公
民
館
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
窓
口
開
設
（
11
日
～
）

令
和
4
年
度
二
十
歳
を
祝
う
会
（
15
日
）

第
１
回
湯
の
丸
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
（
4
日
）

モ
ル
ド
バ
共
和
国
ソ
コ
ラ
ン
特
命
全
権
大
使
来
訪
（
22
、
23
日
）

巨
峰
の
王
国
ま
つ
り 

３
年
ぶ
り
に
開
催
（
23
、
24
日
）

火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２
（
8
、
9
日
）

天
空
の
芸
術
祭
2
0
2
2
（
8
日
～
）

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
７
０
０
日
達
成
（
20
日
）

市
駅
伝
大
会 

４
年
ぶ
り
に
開
催
（
13
日
）

写真で振り返る
東御市の一年 2022年

令和元年台風第19号で被災した
海野宿橋が開通

初開催の湯の丸ヒルクライム

旧和保育園跡地に移転新築した和児童館

3年ぶりに開催された巨峰の王国まつりには、
モルドバ共和国のソコラン大使が来訪
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市長新年あいさつ

写真で振り返る
東御市の一年（2022年）

【特集】とうみの造り手
　　　  ×丸山智己

とうみチケットQR

「子どもサポートセンター」
の機能強化

民生児童委員を紹介します

つくるなら今！
マイナンバーカード／
とうみエコライフ DAY 
2022 結果

令和5 年度市県民税申告・
所得税の確定申告のご案内

市議会第 2 回臨時会／
市議会 12 月定例会

情報コーナー

おうち時間あるある川柳
受賞作品紹介

短詩型文学祭受賞作品紹介

地域おこし協力隊が行く！

心の眼／
目指そう！ゼロカーボンシ
ティとうみ

まるごと生活百科

ほどよく、田舎。とうみ
～今月のベストショット～／
すくすく育てとうみっ子!!

トピックス（地域の話題）
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　令和３年５月に東御市ふるさとPR大使に就任した
滋野地区出身で俳優の丸山智己さん。就任２年目と
なる2022年は、“とうみ”の魅力を深掘りするため、
市内各所を巡りました。
　今回の旅では、市内のワイナリーや西洋野菜の農家、
古民家民泊などを訪問。造り手の皆さんへのインタ
ビューを通じて「ものづくりへのこだわり」や「この
地で魅力的な商品やサービスが生まれる理由」などに
迫りました。
　PR 大使２年目の活動の成果は今春発表予定。本号
では、一足先に活動の様子と丸山さんからのメッセー
ジを紹介します。

東御市ふるさと PR 大使

俳優　丸
ま る

山
や ま

　智
と も

己
み

1975 年生まれ、東御市滋野地区出身。モデルとして
活躍した後、映画『NANA』（2005 年）ヤス役で注
目を集める。近年の主な出演作に映画『鋼の錬金術師 
完結編 復讐者スカー』『劇場版ラジエーションハウス』

（ともに 22 年）、『地獄の花園』（21 年）、ドラマ『家
庭教師のトラコ』（日本テレビ）、『NICE FLIGHT!』（テ
レビ朝日）、『ラジエーションハウスⅡ～放射線科の診
断レポート～』（フジテレビ）など多数。

Profile

とうみの造り手×丸山智己
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とうみチケットQR
　「とうみチケットQR」は、市内の参加加盟店での買い物時に
使用できる電子クーポンチケットをスマホアプリで発行する消費
喚起キャンペーンです。
　利用者は、スマートフォンに専用アプリをダウンロードするこ
とで、電子クーポンチケット（１携帯端末当たり１万円分）を受
領でき、加盟店で買い物をする際に、最大 20％分の割引チケッ
トを付与額の範囲内で利用できます。

1月1日スタート！

期　　間 令和 5年	1 月1日（日・祝）～
	 　　3月15日（水）

使用できるチケットの上限割 引 例

対象店舗でチケットQRを使うと

最大割引

20
アプリ登録で1万円分の
デジタルチケットを付与！

%!!

※ 1 回の買い物で使用できるチケットは、
2,000 円分／ 1,000 円分／ 500 円分／
200 円分／ 100 円分のいずれか 1 枚です。

※同一店舗での同一端末によるチケット利用
は、1 日 1 回に制限されます。

※金券やたばこなど、一部対象にならない商
品があります。

　チケットの受け取り方や店舗での使い方については、市ホーム
ページまたは YouTube 東御市チャンネルでご確認ください。
　加盟店については、12 月中旬以降に東御市商工会のホームペー
ジで公開します。

※早期に終了することがあります。

●問い合わせ先
　チケット QR 事務局　☎ 6 3 －3 3 4 5 ／ 東御市商工会　☎ 7 5 －５ 5 3 6 ／ 商工観光課　商工労政係　☎ 6 4 －５ ８ ９ 5

アプリのダウンロードはこちら▼

Android iPhone

お買い上げ金額 使えるチケット上限
10,000円以上 2,000円分

5,000円以上 1,000円分

2,500円以上 500円分

1,000円以上 200円分

500円以上 100円分

市ホームページ 使い方動画 商工会
ホームページ

500円のお弁当に
チケットQRを使うと…

100円がその場で割引！！

1,000円のお買い物に
チケットQRを使うと…

200円がその場で割引！！

3,000円のヘアカットに
チケットQRを使うと…

500円がその場で割引！！

10,000円の食事に
チケットQRを使うと…

2,000円がその場で割引！！

（2023年1月）市報とうみ 6



保
護
者
の
孤
立・孤
独
の
解
消
へ

「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」の
機
能
強
化

　
発
達
の
段
階
で
保
護
者
が
何
ら
か
の
子

ど
も
の
課
題
に
気
づ
く
こ
と
は
大
切
で

す
。
こ
の
た
め
、
０
～
３
歳
ま
で
に
行
わ

れ
る
乳
幼
児
健
診
の
機
会
を
捉
え
、
保
健

師
・
保
育
士
・
臨
床
心
理
士
等
が
保
護
者

の
迷
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
発
達
に
課

題
が
見
ら
れ
る
子
ど
も
を
早
期
に
発
見
し
、

そ
の
子
に
応
じ
た
専
門
相
談
や
訪
問
面
接
、

親
子
参
加
型
教
室
へ
の
勧
奨
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
は
思
い
通
り
に
は
い
か

な
い
な
ど
、
ど
ん
な
家
庭
で
も
子
育
て
に

困
り
事
は
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
子

ど
も
と
の
適
切
な
関
わ
り
方
を
学
ぶ
機
会

の
提
供
を
は
じ
め
、
利
用
で
き
る
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
や
調
整
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
近
年
は
、
子
ど
も
の
発
達
に
不
安
を
抱
え
て
い
た
り
、
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
や
し
つ
け
の
方
法
に
悩
み
、
ひ
と
り
で
抱
え
込

ん
で
「
孤
立
」
し
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
保
護
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
な
保
護
者
の
孤
立
化
・
孤
独
化
を
防
ぐ
た
め
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す

る
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
発
達
支

援
と
家
族
支
援
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
保
護
者
の
孤
立
化
・
孤
独
化
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
に
様
々

な
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
同
士
が

集
い
、
交
流
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
交
流
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
お
互
い
に

悩
み
を
共
有
し
た
り
、
相
談
し
た
り
す
る

こ
と
が
、
育
児
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
や
不
安

を
和
ら
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

◆
日
時
／
令
和
5
年
2
月
16
日
（
木
）
15
時
30
分
～
17
時　

◆
場
所
／
中
央
公
民
館
3
階　
和
室

◆
対
象
／
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
い
る
家
庭
で
あ
っ
て
子
育
て
に
不
安
の
あ
る
保
護
者

◆
申
込
方
法
／
2
月
9
日
（
木
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

し
て
、
こ
の
よ
う
な
交
流
が
活
発
化
す
れ

ば
、
保
護
者
へ
の
気
づ
き
を
促
し
た
り
、

同
じ
よ
う
な
立
場
の
人
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

関
係
も
育
ま
れ
て
き
た
り
し
ま
す
。

　
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
交

流
の
場
づ
く
り
に
向
け
、
次
の
よ
う
な
お

話
会
を
計
画
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
や
家
族
を

ど
う
支
援
す
る
の
？

保
護
者
同
士
の「
交
流
の
場
」を
つ
く
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
子
ど
も
家
庭
支
援
室
）

　
☎
71

－

０
４
５
０

「
子
育
て
何
で
も
話
そ
う
会
」

子どもサポートセンター

母子保健 子育て・
子育ち支援

【妊娠期から子育て期にわたるまでの切れ目ない支援の実施】

●子育て支援機関
　（保育所・すくす
くひろば・みま
き未来館等）
●医療機関
　（産科・小児科等）
●保健所
●児童相談所　等

関係機関

助言・
指導

相談
連
携

連
携

お友だちと
うまく関われない

こだわりが強い

ことばがでない

かんしゃくが激しい

物を投げる

落ち着きなく
動きまわる

市報とうみ（2023年1月）7



地
区 担当地域 氏　名

田　
　
　
中

加沢 1･3 小田中仁朗
加沢 2･4 金井　一子
加沢 5･6 髙岡恵美子
常田 1 ～ 3 塩川　哲郎
常田 4・5 清水　千枝
常田 6 ～ 8 髙橋　惠子
常田 9 ～ 11 大森まゆみ
田中（天神町） 横澤　義男
田中（稲荷町、駅前） 五十嵐　壽
田中（田町） 山岸　研一
田中（中央、南町） 鶴田　麻里
田中（田町、サンコーポ
ラス、郷仕川原） 竹内　伸子
県 1･2 加藤　春樹
県 3 ～ 5 依田　政一
本海野 1・7 小林　秀昭
本海野 2 ～ 4 石和　敬子
本海野 5･6 宮澤美知子
西海野 土屋　照江
白鳥台 佐藤よしい
城ノ前 寺澤すみ枝
主任児童委員 小林　由美

滋　
　
　
野

赤岩 松本　幸子
片羽 2・4 牛山　廣司
片羽 1・3 葦澤　昌代
桜井 1 ～ 3 秋山眞由美
桜井 4 ～ 6 大塚　栄一
大石 1 ～ 3 関　きよ子
大石 4･5 長岡　講二

地
区 担当地域 氏　名

滋　
　
　
野

中屋敷 若林　幸子
別府 阿部貴代枝
原口 1･2 髙藤　久子
原口 3･4、聖 中沢　則彦
乙女平 2･6･7 嶋田　　司
乙女平 3 ～ 5 小川　幸夫
乙女平 1、王子平 小宮山千枝子
主任児童委員 土屋　千夏

祢　
　
　
津

奈良原、湯の丸、横堰 楢原　　篤
新張 1・4 小林　俊文
新張 2・3・5 栁沢　幸子
出場、リードリーくらか
け、鞍掛自治区 平林　　修
金井 小林　清美
新屋 清水　英敏
東町（油田・新田・山道） 柳澤ひろ子
東町（京町東・京町西・
本町・宮川） 饗場　　薫
西宮（城前除く）、滝ノ沢 山越　資生
西宮（城前）、姫子沢 成澤　俊夫
祢津南 油井今朝幸
伊勢原 荒井　静江
主任児童委員 五十嵐江利子

和

東上田（井高・下通・下
通 1）、寺坂 柳澤ゆき子
東上田（弁天通・上手通・
長峰・原） 武林美寿江
東上田（姫子沢・釜村田・
中通・桜坂） 荒木　美鈴
田沢 1･2、東入、西入 田中　市子
田沢 3、西田沢、タタラ堂 小林みさ子

地
区 担当地域 氏　名

和

大川 竹内　裕子
栗林 小林　仲子
海善寺 関　　厚子
海善寺北 大谷美知子
曽根（東部 ･ 南部） 竹田　雄一
曽根（西部 ･ 北部） 松井　清和
東深井、西深井 平沢　　清
日向が丘 1・3 木村　政男
日向が丘 2、睦 今泉　良春
主任児童委員 岡田　和子

北　
御　
牧

上八重原 2･3、田楽平 荻原　政伊
上八重原 1･4 〜 7 白倉小枝子
中八重原 宮坂　俊明
芸術むら、白樺 西澤　唯治
下八重原（西部） 俵　　和一
下八重原（東部・山崎） 笹平　員弘
切久保、八反田 橘　　正人
本下之城、田之尻 安達　祐子
宮、畔田 関　　智子
御牧原南部 小林　敬子
御牧原北部 小林　　政
布下、常満 齊藤　辰子
島川原 小山美佐子
大日向、光ケ丘 直井　孝信
羽毛山、牧ケ原 荒川　　俊
主任児童委員 田丸　幸子
主任児童委員 小池　道子

▲委嘱式のようす

令和4年12月₁日現在　定員81名（敬称略）

●問い合わせ先　福祉課　福祉推進係　☎64 －８８８８

　12 月１日に 81 名の方々が民生委員・児童委員として厚生労
働大臣の委嘱を受けました。併せて、市長から市の福祉委員を
委嘱されました。任期は令和４年 12 月１日から３年間です。

　市民の皆さんの生活上の悩み事や地域の福祉に関する相談に
応じている無報酬のボランティアです。相談内容に応じて、行
政機関をはじめ、必要な支援への「つなぎ役」をしています。
　民生委員・児童委員のうち、児童福祉を専門に担当する主任
児童委員が小学校区ごとにいます。
　委員には、守秘義務があり、相談内容が他の人に伝わること
はありませんので、安心してご相談ください。

民生委員・児童委員とは

●任期 ： 令和4年12月₁日～令和7年11月30日
※市福祉委員も兼務 しています。

民生委員・児童委員を紹介します
地域をサポ

ートする

身近な相談
相手

（2023年1月）市報とうみ 8



【
開
設
日
時
】

月
・
火
・
金
／
13
時
～
19
時

土
・
日　
　
／
10
時
～
16
時

【
持
ち
物
】

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

②
通
知
カ
ー
ド

③
本
人
確
認
書
類
（
A
の
う
ち
2
点
、
ま

た
は
A
１
点
＋
B
１
点
）

A
顔
写
真
入
り
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

運
転
経
歴
証
明
書
な
ど
）

B
顔
写
真
な
し
（
健
康
保
険
証
、
介
護
保

険
証
、
医
療
費
受
給
者
証
、
診
察
券
な

ど
）

【
そ
の
他
】

◦
写
真
は
当
日
に
申
請
窓
口
で
撮
影
し
ま

す
。

◦
カ
ー
ド
の
お
渡
し
は
、
申
請
か
ら
約
3

週
間
後
に
な
り
ま
す
。

◦
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
2
弾
は
、
令
和
4

年
12
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
を
し
た
方
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
該
当
す
る
方
は
、
申
込
期
限
の
令

和
5
年
2
月
末
ま
で
に
ポ
イ
ン
ト
付
与

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
た
方
に
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
１
５
０
０
円
分
を
進
呈
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
新
規
申
請
し
た
方
で
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
は
後

日
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

※
市
民
課
市
民
係
の
窓
口
で
申
請
し
た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。 つ

く
る
な
ら
今
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

●
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
係　
☎
75

－

２
０
０
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
窓
口

（
中
央
公
民
館
2
階
ロ
ビ
ー
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
に

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す

　
皆
で
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
む
「
と
う
み
エ
コ

ラ
イ
フ
D
A
Y
2
0
2
2
」を
、10
月
3
日「
東
御
の
日
」

か
ら
14
日
ま
で
の
期
間
中
の
い
ず
れ
か
1
日
に
ご
参
加

い
た
だ
く
方
法
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
配
布
を
廃
止
し
、「
な

が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
し
た
参
加
方
法
に

変
更
し
た
ほ
か
、
小
中
学
校
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
い
た
だ
き
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
の
実
現
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
日
々
の
生
活
を
見
直
し
、
毎
日
が
「
エ
コ
ラ
イ

フ
D
A
Y
」
と
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

参加者の内訳（構成比）

●電子申請参加者	 393 人（14.9％）
●東部金属㈱	 58 人（ 2.2％）
●小中学校	 2,181 人（82.9％）
　　田中小学校	 384 人（14.6％）
　　滋野小学校	 262 人（10.0％）
　　祢津小学校	 256 人（ 9.7％）
　　和小学校	 280 人（10.6％）
　　北御牧小学校	 210 人（ 8.0％）
　　東部中学校	 615 人（23.4％）
　　北御牧中学校	 84 人（ 3.2％）
　　小中学校職員	 90 人（ 3.4％）

皆さまのご参加ありがとうございました
参加者数とCO2削減量

令和４年 令和３年

参加者数 2,632人 5,668人

CO2削減量 3.30トン 6.88トン

※3.30トンは、杉の木236本が1年間に吸収する
二酸化炭素量に相当します。

※詳しくは市ホームページ
をご覧ください。

※四捨五入により、構成比の合計が100％になら
ない場合があります。

●
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課　
環
境
対
策
係　
☎
64

－

５
８
９
６

と
う
み
エ
コ
ラ
イ
フ
D
A
Y
2
0
２
２

集
計
結
果
を
公
表
し
ま
す

市報とうみ（2023年1月）9



市県民税申告・所得税の確定申告のご案内令和5年
（令和4年分）

受付時間 午前 8時15分〜午後 3時
相談時間 午前の部：午前 9 時〜正午

午後の部：午後 1 時〜午後 4 時 30 分

いいえはいはい いいえはいはい

はい

収入無し 主に給与 主に公的年金

はいはい いいえ

はいはい いいえ はいはい いいえ

いいえはいはい

※上記は目安となります。個々の状況により申告書提出が必要な場合があります。
※郵送やe-Taxでの申告が困難な場合は申告会場で対面申告をお受けしますが、混雑状況により車内等での待機をお願いする場合があります。

はいはい いいえ

はいはい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

いいえ

1 へ2 へ 3 へ2 へ

■申告の簡易判断基準（目安）

令和4年中はどのような収入がありましたか？

令和5年１月１日に東御市に住民登録されていますか？

市内に住所が
ある親族の、税
法上の扶養親
族になってい
ますか？

3 1

勤務先で年末調整をしていますか？

2 2
給与以外の副業収入や、複数の会社からの
給与収入がありますか？

給与以外の所得が20
万円を超えますか？

医療費控除・生命保険
料控除等の控除の追
加がありますか？

1 市県民税申告が必要です。申告書は郵送で市税務課へ提出してください。
注 ： 収入がない方は収入がない旨を記載して提出してください。

2 確定申告が必要です。申告書はe-Taxまたは郵送で上田税務署へ提出してください。
注 ： 所得控除額が所得金額を上回り、かつ、どの所得からも所得税が源泉徴収されていない場合には市県民税申告となります。

3 申告は不要です。

公的年金収入額は４００万円以下ですか？

2

1

公的年金以外の所得の合計額が20万円以下で
すか？

3

公的年金収入額は、次の金額以下になりますか？
【65歳未満の方】　年金収入  98万円以下
【65歳以上の方】　年金収入  148万円以下

日本年金機構へ「公的年金の扶養親族等申告書」
を提出しましたか？

31

医療費控除、生命保険料控除等の控除の追加が
ありますか？

令和5年１月１日に住民登録の
ある市町村に確認してください。

判
定
結
果

へへ

へ

へ

へへへへ

へ

　市県民税（住民税）の申告は、「申告の簡易判断基準」を目安にして、期限内にお願いします。

会　　場 東御市勤労者会館 2階大会議室

2月16日（木）
　　   ▼
3月15日（水）

※土日祝日を除く

（2023年1月）市報とうみ 10



●問い合わせ先　税務課　住民税係　☎ 64 － 5877

　税務署および市役所では申告相談期間中、新型コロナウイルス感染防止対策を講じて申告相談を行いますが、
感染拡大防止のために、可能な限り郵送や e-Tax による申告をお願いします。

※詳細は市報とうみ１月号と同時に配布しているお知らせをご覧ください。
※配布している市県民税申告書が不足する場合は、税務課住民税係へご請求ください。

※混雑を避けるため、できる限り該当の日程で会場へお越しください。
※羽毛山および牧ヶ原の皆さまは、できる限り勤労者会館へお越しください。

【新型コロナウイルス感染防止対策】

北御牧地区出張相談の日程と会場

会場の縮減…滋野、祢津、和地区の会場は今回開設しません。1
郵送の推奨…市県民税申告書は郵送での提出をお願いします。2
e-Taxの推奨…確定申告はe-Taxをご利用ください。（23頁参照）3

相談日 対象地域 会　　場

3 月 1 日（水） 田楽平、上八重原、中八重原、白樺、芸術むら、
大日向、光ヶ丘

北御牧公民館 2 階講堂
3 月 2 日（木） 下八重原、切久保、八反田、本下之城、田之尻、

宮

3 月 3 日（金） 畔田、御牧原南部、御牧原北部、布下、島川原、
常満、羽毛山、牧ヶ原

※公民館への内容、日程等のお問
い合わせはご遠慮ください。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
住
民
税
係

　
☎
64

－

５
８
７
７

　
令
和
4
年
度
中
学
生
の
「
税
に
関
す
る

作
文
・
標
語
」
の
入
選
作
品
が
決
定
し
、

12
月
9
日
に
市
役
所
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）。

【
作
文
】

◦
東
御
市
長
賞

　
北
御
牧
中
学
校
3
年
　
井い

出で

　
倫り

代よ

　「
税
金
を
考
え
る
」

【
標
語
】

◦
東
御
市
長
賞

　
東
部
中
学
校
3
年
　
　
佐さ

藤と
う

　
あ
ず
み

　「
消
費
税
　
み
ん
な
で
支
え
る

　
豊
か
な
く
ら
し
」

◦
上
田
税
務
署
長
賞

　
東
部
中
学
校
3
年
　
　
長な

が

嶋し
ま

　
彰し

ょ
う
た太

　「
つ
く
ろ
う
よ
　
優
し
い
世
界
を

　
税
金
で
」

◦
上
小
・
更
埴
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長

賞
　
東
部
中
学
校
3
年
　
　
矢や

作は
ぎ

　
直な

お

斗と

　「
税
金
で
　
支
え
る
土
台
　
国
作
り
」

◦
全
国
間
税
会
総
連
合
会
　
入
選

　
東
部
中
学
校
3
年
　
　
小こ

ば
や
し林

　
誠せ

い

弥や

　「
学
ん
で
お
こ
う
　
知
っ
て
納
得

　
税
の
意
味
」

◦
上
田
間
税
会
長
賞

　
東
部
中
学
校
3
年
　
　
柳や
な
ぎ
さ
わ澤　

和か
ず

久ひ
さ

　「
消
費
税
　
僕
に
も
で
き
る

　
国
へ
の
貢
献
」

　
東
部
中
学
校
3
年
　
　
柳や

な
ぎ
さ
わ澤　

利り

奈な

　「
支
え
合
い
　
税
金
で
広
が
る

　
笑
顔
の
輪
」

　
東
部
中
学
校
3
年
　
　
竹た

け

内う
ち

　
一か

ず

真ま

　「
税
の
負
担
　
分
け
あ
っ
て
こ
そ

　
明
る
い
未
来
」

※
入
選
作
品
は
、
市
役
所
本
館
1
階
税
務
課
窓

口
に
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
中
学
生
の
作
文
・
標
語
入
選
作
品
決
定

▲市役所で行われた表彰式
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11
月
23
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
第
２
回

臨
時
会
で
、
議
長
、
副
議
長
を
は
じ
め
、

各
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び
議
会
運
営
委

員
会
委
員
等
が
改
選
に
よ
り
新
た
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
補
正
予
算
専
決
処
分

2
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
1
件
、
議
会

選
出
の
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
提
案

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可

決
お
よ
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
名
簿

等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
2
月
発
行

の
『
議
会
だ
よ
り
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

■
総
務
産
業
委
員
会

　
　
委
員
長
　
佐
藤
　
千
枝

　
　
副
委
員
長
　
花
岡
　
豊
一

　
　
委
　
　
員

　
　
　
田
中
　
博
文	

滝
澤
　
栄
一

　
　
　
西
山
　
福
恵	

瀬
田
　
智
之

　
　
　
窪
田
　
俊
介	

依
田
　
俊
良

■
社
会
文
教
委
員
会

　
　
委
員
長
　
髙
木
真
由
美

　
　
副
委
員
長
　
大
塚
　
博
文

　
　
委
　
　
員

　
　
　
斉
藤
　
　
哲	

村
山
　
弘
子

　
　
　
市
毛
　
真
弓	

山
崎
　
康
一

　
　
　
長
越
　
修
一	

田
中
　
信
寿

■
議
会
運
営
委
員
会

　
　
委
員
長
　
長
越
　
修
一

　
　
副
委
員
長
　
窪
田
　
俊
介

　
　
委
　
　
員

　
　
　
斉
藤
　
　
哲	

花
岡
　
豊
一

　
　
　
瀬
田
　
智
之	

髙
木
真
由
美

　
　
　
佐
藤
　
千
枝

■
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
村
山
　
弘
子

　
　
副
委
員
長
　
田
中
　
博
文

　
　
委
　
　
員

　
　
　
滝
澤
　
栄
一	

西
山
　
福
恵

　
　
　
斉
藤
　
　
哲	

花
岡
　
豊
一

　
　
　
大
塚
　
博
文	

田
中
　
信
寿

　
　
　
中
村
　
眞
一

市
議
会
　
第
２
回
臨
時
会

議
長
に
中
村 

眞
一
議
員
　
副
議
長
に
田
中 

信
寿
議
員

○
副
議
長
　
田
中
　
信
寿

◎
議
　
長
　
中
村
　
眞
一

●
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局　
☎
64

－

５
８
１
０

　
市
議
会
12
月
定
例
会
が
11
月
29
日
開
会

し
ま
し
た
。

　
定
例
会
初
日
に
は
、
令
和
４
年
度
の
一

般
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
６
件
の
ほ
か
、

条
例
の
一
部
改
正
等
の
議
案
９
件
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
20
日
に
一
般
会
計

補
正
予
算
１
件
が
提
案
さ
れ
、
計
16
議
案

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
日
と
７
日
に
は
、
12
名
の
議
員
か
ら

市
政
運
営
等
に
つ
い
て
の
個
人
質
問
が
さ

れ
ま
し
た
。
９
日
に
は
総
括
質
疑
・
委
員

会
付
託
等
が
な
さ
れ
、
12
日
か
ら
各
常
任

委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
16
日
に
は
、
予
算
決
算
特
別
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
各
常
任
委
員
会
で
の
予
備
審

査
に
基
づ
き
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
定
例
会
の
審
議
結
果
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
発
行
の
「
議

会
だ
よ
り
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市
議
会
12
月
定
例
会
　
　
16
議
案
を
提
案

■
予
算
決
算
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
瀬
田
　
智
之

　
　
副
委
員
長
　
斉
藤
　
哲

　
　
委
　
員

　
　
　
滝
澤
　
栄
一	

村
山
　
弘
子

　
　
　
花
岡
　
豊
一	

大
塚
　
博
文

　
　
　
髙
木
真
由
美	

佐
藤
　
千
枝

■
監
査
委
員
（
議
会
議
員
選
出
）

　
　
　
山
崎
　
康
一

●
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局　
☎
64

－

５
８
１
０
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情 報 コ ー ナ ー

情 報
コーナー

13P……お知らせ
15P……募集
17P……催し
18P……講座・教室
20P……補助金
21P……講演会／ホワイトボード

23P……行政情報ラジオ番組案内
24P……とうみチャンネル
25P……子育てインフォメーション／図書館だより
26P……保健・福祉等案内／定期相談コーナー
27P……休日・夜間の救急医療案内／
　　　　文化会館・美術館のイベント情報

目　次

申
告
が
必
要
な
方
は
、
申
告
書
等
を
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
資
産
税
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

❖
申
告
期
限
　
１
月
31
日
（
火
）

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
償
却
資

産
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お

い
て
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、

申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
地
方
税

法
第
三
百
八
十
三
条
）

❖
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
償
却
資

　
産
と
は

会
社
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て

い
る
有
形
減
価
償
却
資
産
で
、
土
地
、
家

屋
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
課
税
対

象
と
な
る
自
動
車
等
を
除
い
た
資
産
で
す
。

❖
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

①
市
内
に
お
い
て
、
事
業
の
た
め
に
使
用

　
し
て
い
る
償
却
資
産
ま
た
は
使
用
で
き

る
状
態
に
あ
る
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方

②
市
内
に
お
い
て
、
所
有
し
て
い
る
事
業

　
用
償
却
資
産
を
他
の
者
に
貸
し
付
け
て

い
る
方

❖
申
告
方
法

　
12
月
９
日
付
け
で
申
告
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
同
封
し
た
「
償
却
資
産
申

告
の
手
引
き
」
等
参
照
い
た
だ
き
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
資
産
税
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
書
の
提
出
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
郵
送
ま
た
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス

に
よ
る
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
申
告
書
等
が
届
か
な
い
方
や
新
た
に

市
で
は
、
市
民
の
方
に
対
し
有
料
道
路
の

時
間
帯
割
引
回
数
通
行
券
（
以
下
「
通
行

券
」
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
９
月
に
三
才
山
ト
ン
ネ
ル
（
松

本
～
上
田
）
、
令
和
４
年
４
月
に
新
和
田
ト

ン
ネ
ル
（
長
和
～
諏
訪
）
が
無
料
開
放
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
東
御
市
で
販
売
し
て
い

る
有
料
道
路
の
通
行
券
は
令
和
５
年
３
月
31

日
を
も
ち
ま
し
て
、
東
御
市
で
の
販
売
を
終

了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

白
馬
長
野
有
料
道
路
の
時
間
帯
割
引
回
数

通
行
券
を
お
求
め
の
方
は
、
令
和
５
年
３
月

31
日
ま
で
に
購
入
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
は
長
野
県
道
路
公

社
で
ご
購
入
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
購
入

い
た
だ
い
た
通
行
券
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
５
年
４
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
一
度
購
入

し
た
通
行
券
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
の
確
報
値
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
市
報
と
う
み
10
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
速
報
値
か
ら
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

指　標 東御市の数値
実質赤字比率 該当なし

連結実質赤字比率 該当なし
実質公債費比率 8.4
将来負担比率 40.9
資金不足比率 該当なし

（単位：％）

お
知
ら
せ

令
和
５
年
度
　
償
却
資
産
の
申
告

有
料
道
路
利
用
者
負
担
軽
減
事
業

健
全
化
判
断
比
率
等
の
確
報
値

☎…電話　Ⓕ…FAX　　…Ｅメール　 HP …市ホームページ
●参加費、申し込み等は、必要な場合のみ記載しています。

※本号に掲載した内容は、新型コロナウイルス感染防止対策として変更または中止となる場合があります。
（講座、イベント等にお越しの際は、マスクの着用をお願いします）　

問
／
建
設
課
　
管
理
係
　
☎
64
︱
５
８
９
２

問
／
税
務
課
　
資
産
税
係
　
☎
62
︱
１
１
１
１

（
内
線
１
１
７
１
）

問
／
総
務
課
　
財
政
係
　
☎
64
︱
５
９
０
１
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情 報 コ ー ナ ー

　市では、持続可能な公共交通システムの実現に向けて東御市地域公共交通計画を策定するため、東御市公共交通
活性化協議会を設置し、移動実態とニーズを反映した持続可能な公共交通システムの構築を目指して、このたび、
定時定路線バスの各路線別の運行経路や時刻表の見直しについて意見交換を行うため、市民の皆さまを対象に説明
会を開催します。
　市の公共交通をより良いものにするため、大勢の皆さまのご参加をお待ちしております。

　　※１月31日（火）は夜の参加が難しい方向けに、日中に全地区の方を対象に開催します。

　　※２月14日（火）は夜の参加が難しい方向けに、日中に全地区の方を対象に開催します。

①地区説明会（地区在住の市民対象）

②PTA地区別説明会（保護者対象）

　○オンラインでもご参加できます。オンライン参加を希望される場合は、各開催日の1週間前までに事務局宛
　てにメールでお申し込みください。

　　申し込みメールアドレス：syoko-kanko@city.tomi.nagano.jp
　○当日配布予定の資料は１月16日（月）までに市公式ホームページに掲載します。
　○開催の延期または中止、開催方法の変更を行う場合は、市公式ホームページおよび市公式LINEでお知らせ

　します。

❖
上
田
保
健
所
管
内
献
血
の
お
知
ら
せ

※
採
血
前
の
問
診
や
検
査
結
果
に
よ
っ
て

は
、
献
血
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

❖
成
分
献
血
は
長
野
献
血
ル
ー
ム
へ

　
長
野
市
鶴
賀
問
御
所
町
１
２
７
１
ー
３

　
　
　
　TO

iG
O

 W
est 

２
階

　
受
付
電
話
番
号

　
　
☎
０
２
６
︱
２
１
９
︱
２
４
８
０

実施日 場　所 受付時間
１月28日
（土） イオン上田店 午前９時30分～正午

午後１時30分～午後４時
２月４日
（土） アリオ上田 午前９時30分～午前11時45分

午後１時30分～午後３時30分

２月10日
（金）

市保健センター
（総合福祉
　センター２階）

午前９時30分～午前11時30分

３月４日
（土） アリオ上田 午前９時30分～正午

午後１時30分～午後４時

地区名 開催日 時間 場所
田中 １月24日（火）

午後６時30分～午後８時30分

中央公民館３階講堂
滋野 １月26日（木） 滋野コミュニティーセンター２階
祢津 １月23日（月） 祢津公民館２階
和 １月30日（月） 和コミュニティーセンター２階

北御牧 １月27日（金） 北御牧公民館２階
全地区※ １月31日（火） 午後２時～午後４時 中央公民館３階講堂

地区名 開催日 時間 場所
田中 ２月３日（金）

午後６時30分～午後８時30分

中央公民館３階講堂
滋野 ２月２日（木） 滋野コミュニティーセンター２階
祢津 ２月８日（水） 祢津公民館２階
和 ２月10日（金） 和コミュニティーセンター２階

北御牧 ２月６日（月） 北御牧公民館２階
全地区※ ２月14日（火） 午後２時～午後４時 中央公民館３階講堂

公共交通システム（定時定路線バス）の運行見直し案に関する市民説明会

１
月
～
２
月
は

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問／東御市公共交通活性化協議会事務局　商工観光課　商工労政係　☎64−5895

問
／
健
康
保
健
課
　

　
　
　
地
域
医
療
推
進
係
　

☎
64
︱
８
８
８
２
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情 報 コ ー ナ ー

　生ごみリサイクル施設「エコクリーンとうみ」で生産した堆肥を無料で配布します。
　ご希望の方は下記のとおり、お申し込みください。
❖対象者　市内在住の方　　
❖予約方法　下記の記入例を参考に往復はがきに記入し、郵送してください。
　　　　　（１世帯１通まで。同一住所は１世帯とみなします。）　
❖受付期間　１月10日（火）～20日（金）（当日消印有効）　　
❖配布日時　２月下旬～３月上旬（返信ハガキにて通知）　
❖配布場所　生ごみリサイクル施設「エコクリーンとうみ（東部クリーンセンター内）」　
❖配布数等　１世帯あたり３袋（１袋20kg）まで　（配布予定数量　５トン）
❖その他　先着順に配布のご案内をします。配布希望数が予定数量を上回った分については、用意（見込）ができ

　　　　次第、配布のご案内をします。お時間をいただくことがありますので、ご了承ください。
❖記入例

　
市
で
は
、
令
和
２
年
12
月
に
と
う
み
気
候

非
常
事
態
宣
言
を
行
い
、
２
０
５
０
年
ま
で

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
に
よ
る
地
球
温
暖
化

対
策
計
画
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
第
２

次
東
御
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画

の
目
標
値
や
施
策
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、市
民・

事
業
者
・
市
が
共
同
で
取
り
組
む
内
容
で
あ

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

❖
閲
覧
・
配
布
期
間
お
よ
び
意
見
募
集
期
間

　
１
月
６
日
（
金
）
～
２
月
５
日
（
日
）

❖
閲
覧
・
配
布
場
所
お
よ
び
時
間

・
市
役
所
本
館
１
階
、
市
民
ラ
ウ
ン
ジ
、

中
央
公
民
館
２
階
、
北
御
牧
庁
舎
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

　
〔
時
間
〕
各
施
設
の
開
庁
時
間
に
準
じ
ま

　
　
　
　
　
す
。

・
滋
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
祢

津
公
民
館
、
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー

　
〔
時
間
〕
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
　

　  （
土・日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

❖
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　
・
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

　
・
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
を
有
す
る
個

　
　
人
ま
た
は
法
人

・
計
画
の
施
策
等
の
内
容
に
関
係
・
関
心

の
あ
る
方

❖
意
見
の
提
出
方
法

閲
覧
場
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
所
定
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
ご
意
見
等
を
ご
記
入
の
上
、
指
定
場

所
に
設
置
し
て
あ
る
投
書
箱
へ
投
か
ん
し

て
く
だ
さ
い
。
（
市
生
活
環
境
課
へ
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

❖
意
見
の
取
り
扱
い

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
改
定
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
個
別
に
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　　　　　〒389－0516

　　　東御市田中656-２
　　
　　東御市　生活環境課
　　クリーンリサイクル係
　　　　　　　　　　行き 

　　※何も書かないで
　　　ください。

　　　　　　〒郵便番号

　　ご自分の住所とお名前
　　をご記入ください 

①　郵便番号
②　住所
③　お名前
④　電話番号
⑤　希望袋数

往信の宛名面 返信の宛名面返信の文面 往信の文面

往信 返信

生ごみリサイクル堆肥の配布

募
集

第
２
次
東
御
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

推
進
計
画(

改
定
素
案)

に
関
す
る
ご
意
見

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
募
集
し
ま
す

　　・問／生活環境課　クリーンリサイクル係（東部クリーンセンター）　☎63−6814申込

　
　
・
問
／
生
活
環
境
課
　
環
境
対
策
係

☎
64
︱
５
８
９
６
　
Ⓕ
63
︱
６
９
０
８

seikan@
city.tom

i.nagano.jp

提
出
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情 報 コ ー ナ ー

❖
勤
務
条
件
　

　
任
用
開
始
日
　
４
月
１
日
（
土
）

　
任
用
期
間
　
１
年
以
内
（
必
要
に
応
じ
、

　
市
の
基
準
に
よ
り
再
度
の
任
用
あ
り
）

　
社
会
保
険
等
　

　
【
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
】
職
種
毎
の
勤

務
条
件
に
応
じ
て
加
入
し
ま
す
。
（
こ
の

場
合
、
ご
家
族
の
扶
養
か
ら
外
れ
自
己
負

担
金
が
発
生
し
ま
す
）

【
雇
用
保
険
】
所
定
労
働
時
間
が
週
20
時

間
以
上
で
、
任
用
期
間
見
込
み
が
31
日
以

上
の
場
合
に
加
入
し
ま
す
。
（
こ
の
場
合
、

自
己
負
担
金
が
発
生
し
ま
す
）

❖
募
集
内
容
　
職
種
お
よ
び
資
格
、
人
数
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
１
月
上
旬
以
降
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

　
　
応
募
方
法
お
よ
び
応
募
締
切
に
つ
い
て

も
同
時
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の

上
、
締
切
日
ま
で
に
応
募
書
類
等
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
閲
覧
で
き
な
い
方

に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

❖
対
象
児
童
　
保
護
者
が
就
労
等
で
放
課
後

　
留
守
家
庭
と
な
っ
て
し
ま
う
小
学
生

❖
利
用
期
間
　

　
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日

※
年
度
登
録
制
の
た
め
、
原
則
と
し
て
一

時
的
な
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

❖
利
用
時
間
　

　
月
曜
日
～
金
曜
日
　

　
　
放
課
後
～
午
後
７
時
　

　
土
曜
日
、
長
期
休
暇

　
　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時

　
※
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始
は

　
　
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

❖
利
用
料
　

　
月
額
３
０
０
０
円
（
減
免
制
度
あ
り
）

❖
児
童
ク
ラ
ブ
名

田
中
児
童
ク
ラ
ブ
、
滋
野
児
童
ク
ラ
ブ
、

祢
津
児
童
ク
ラ
ブ
、
和
児
童
ク
ラ
ブ
、

北
御
牧
児
童
ク
ラ
ブ

❖
申
込
期
間
　
１
月
10
日（
火
）～
23
日（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
閉
庁
日
は
除
く
）

　
※
１
月
18
日
（
水
）
、
20
日
（
金
）
は

　
　
午
後
８
時
ま
で

❖
申
込
方
法

　
児
童
ク
ラ
ブ
通
所
申
請
書
に
保
護
者
全

員
分
の
就
労
証
明
書
を
添
付
し
、
申
込
期

間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類

は
、
教
育
課
・
各
児
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

❖
持
ち
物

　
通
帳
（
利
用
料
口
座
振
替
用
）
、
銀
行
印

❖
受
付
場
所
　
中
央
公
民
館
２
階

　
教
育
課
　
青
少
年
教
育
係

❖
利
用
決
定
　

書
類
審
査
の
う
え
、
２
月
下
旬
に
決
定
通

知
を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

❖
注
意
事
項
　

各
ク
ラ
ブ
の
受
入
可
能
人
数
を
超
え
た
場

合
は
、
教
育
委
員
会
で
優
先
順
位
の
基
準

を
決
め
審
査
を
行
い
、
通
所
の
可
否
を
決

定
を
し
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
就
労
等

の
都
合
で
年
度
途
中
か
ら
入
所
を
希
望
さ

れ
る
場
合
も
、
今
回
の
期
間
中
に
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
期
間
以
降
に

申
請
を
し
た
場
合
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

❖
提
言
書
の
記
入
方
法

　
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
投
書
箱
設
置
場

所
に
も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

❖
提
言
書
の
送
付
方
法

　
投
書
箱
へ
の
投
か
ん
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

❖
投
書
箱
の
設
置
場
所

　
市
役
所
本
館
１
階
・
市
民
ラ
ウ
ン
ジ
、
北

御
牧
庁
舎
１
階
、
中
央
公
民
館
２
階

❖
提
言
書
の
取
り
扱
い

・
正
確
な
記
入
が
な
い
場
合
は
、
回
答
し

ま
せ
ん
。

・
匿
名
の
方
か
ら
の
提
言
、
ま
た
は
特
定

の
個
人
を
誹
謗
・
中
傷
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
回
答
し
ま
せ
ん
。

・
い
た
だ
い
た
提
言
と
そ
れ
に
対
す
る
回

答
は
、
個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に

編
集
し
た
上
で
、
市
報
と
う
み
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
市
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
い
た
だ
い
た
提
言
は
今
後
の
市

政
運
営
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❖
受
付
期
間
　

　
１
月
４
日
（
水
）
～
31
日
（
火
）

❖
提
言
の
テ
ー
マ
　

　
市
政
全
般

令
和
５
年
度
　
市
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

市
立
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
募
集

市
政
へ
の
提
言「
私
の
ひ
と
こ
と
」
HP

HP

問
／
総
務
課
　
総
務
係
　
☎
64
︱
５
８
７
６

　
　
・
問
／
教
育
課
　
青
少
年
教
育
係
　

☎
64
︱
５
９
０
６

申
込

問
／
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係

　
　
　
　
　
　
☎
64
︱
５
８
０
６

　
　
Ⓕ
63
︱
５
４
３
１

　kikaku@
city.tom

i.nagano.jpながの電子申請サービス
提出フォーム
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情 報 コ ー ナ ー

　
新
鮮
で
安
心
、
安
全
な
「
野
菜
」
を
育
て

収
穫
す
る
喜
び
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

❖
面
積
　
１
区
画
約
１
０
０
㎡
（
約
30
坪
）

❖
利
用
料
　
１
区
画
３
０
０
０
円
／
年
　

❖
利
用
期
間
　
契
約
日
～
令
和
５
年
12
月
31

日
（
善
良
な
管
理
を
も
っ
て
耕
作
い
た
だ

い
た
場
合
は
継
続
利
用
も
可
能
で
す
）

　
「
行
政
改
革
審
議
会
」
の
委
員
の
一
部
を

公
募
し
ま
す
。

❖
委
員
の
主
な
任
務

・
市
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
関
す
る

進
捗
状
況
の
調
査
審
議

・
「
第
５
次
東
御
市
行
政
改
革
大
綱
」
の

策
定
に
関
す
る
調
査
審
議

※
審
議
会
へ
の
出
席
に
あ
た
っ
て
は
規
定
の

報
酬
お
よ
び
旅
費
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

※
委
員
の
地
位
を
政
治
的
、
営
利
的
ま
た

は
宗
教
的
目
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

❖
応
募
資
格

　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
以

上
の
人
。
（
た
だ
し
、
国
・
地
方
公
共
団

体
の
議
員
お
よ
び
常
勤
の
公
務
員
は
除
き

ま
す
）

❖
任
期
　
令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
令
和
７
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

❖
定
員
　
若
干
名

❖
応
募
方
法

　
　
応
募
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
企
画

振
興
課
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。
（
郵
送
ま
た
は
持
参
も
可
能
で

す
）
応
募
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
（
企
画
政

策
係
へ
請
求
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能

で
す
）

❖
選
考
方
法

　
　
提
出
さ
れ
た
応
募
書
記
載
の
社
会
的
活

動
歴
お
よ
び
応
募
の
動
機
等
を
総
合
的
に

考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
、

委
員
と
し
て
選
定
さ
れ
た
方
へ
通
知
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
書
類
は
返
却
い
た
し
ま

せ
ん
。

❖
応
募
期
限
　
２
月
28
日
（
火
）
（
必
着
）

❖
募
集
期
間
　

　
１
月
６
日
（
金
）
～
27
日
（
金
）

❖
講
習
会
　
春
に
Ｊ
Ａ
専
門
指
導
員
を
講
師

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

❖
申
込
方
法
　
電
話
で
左
記
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

❖
開
催
日
　
１
月
８
日
（
日
）

❖
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
行
進

　
時
間
　
午
後
０
時
50
分
～

　
場
所
　
田
中
商
店
街

❖
新
春
演
奏
会

　
時
間
　
午
後
１
時
15
分
～

　
場
所
　
田
中
商
店
街

❖
分
列
行
進

　
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～

　
場
所   

田
中
商
店
街

❖
式
典
　

   

時
間
　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時

　
場
所
　
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル

※
今
後
の
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
規
模
縮

　
小
や
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

田
中
商
店
街 

車
両
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　
田
中
商
店
街
（
常
田
南
交
差
点
か
ら
稲
荷

町
商
工
会
無
料
駐
車
場
ま
で
）
が
、
午
後
０

時
30
分
か
ら
午
後
２
時
ま
で
車
両
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
団
員
、
音
楽
隊
員
募
集

　
地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
　

農
園
名
募
集
　

区
画
数
農
園
の
お
お
よ
そ
の
位
置

（
看
板
あ
り
）　
　
　
　

常
　
田
１
区
画
東
部
中
学
校（
旧
正
門
）南

へ
約
90ｍ
、東
へ
80ｍ

加
　
沢
１
区
画
城
ノ
前
サ
ン
薬
局
様
駐
車

場
北
側
道
路
を
右
折
約

１
５
０
ｍ

海
　
野
３
区
画
海
野
宿
第
１
駐
車
場
か
ら

バ
イ
パ
ス
道
路
を
西
へ
約

４
０
０
ｍ

滋
　
野
１
区
画
浅
間
サ
ン
ラ
イ
ン
小
諸
方

面
へ
向
い「
別
府
」の
信
号

を
右
折
後
高
速
南
の
側
道

を
右
折
３
０
０
ｍ

金
　
井
３
区
画

国
道
18
号
線
加
沢
「
信
毎

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
東
御
営

業
所
様
」
東
側
道
路
を
北

へ
約
５
０
０
ｍ
、
乙
女
平

団
地
方
面
へ
約
50
ｍ
、
北

へ
約
40
ｍ

海
善
寺
３
区
画
県
営
日
向
ヶ
丘
団
地（
元
西

部
保
育
園
跡
地
西
の
縦
道
）

を
北
へ
約
４
０
０ｍ

白
水
平
２
区
画
八
重
原「
ハ
ル
デ
ィ
ン
篠

原
」様
ハ
ウ
ス
の
西
隣

催
し

家
庭
菜
園
『
ふ
れ
あ
い
市
民
農
園
』

利
用
者
募
集

東
御
市
行
政
改
革
審
議
会
委
員
の
公
募
HP

令
和
５
年
　
東
御
市
消
防
出
初
式

市ホームページ

問
／
消
防
課
　
消
防
団
係（
東
御
消
防
署
内
）

☎
62
︱
０
１
１
９

　
　
・
問
／
東
御
市
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
64
︱
５
８
８
７

申
込

　
　
・
問
／
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係
　

☎
64
︱
５
８
０
６

kikaku@
city.tom

i.nagano.jp
〒
３
８
９
︱
０
５
９
２
　
東
御
市
県
２
８
１
︱
２

応
募

市報とうみ（2023年1月）17



情 報 コ ー ナ ー

　
冬
の
間
は
、
運
動
不
足
に
な
り
が
ち

で
す
。
運
動
不
足
の
解
消
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

❖
日
時
　
１
月
20
日
（
金
）
　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　
集
合
　
午
後
１
時
20
分

❖
集
合
場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
東
御
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

❖
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
用
の
飲
み

物
、
ず
く
だ
す
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

❖
参
加
費
　
１
０
０
円
（
保
険
料
）

❖
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

❖
内
容
　
歩
く
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
な
速
さ
で

ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
ま

す
。

❖
そ
の
他
　
教
室
の
開
始
前
に
体
調
確
認
を

行
い
ま
す
。

❖
申
し
込
み
　
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

❖
内
容
　
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
戌
立

遺
跡
に
つ
い
て
、
旧
滋
野
村
の
文
書
資
料

や
発
掘
出
土
品
を
展
示
し
、
史
跡
指
定
の

経
過
や
概
要
を
考
察
・
解
説
し
ま
す
。

❖
期
日
　
２
月
１
日（
水
）～
３
月
24
日（
金
）

　
　
の
平
日
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
２
月
23
日（
木・祝
）・
３
月
４
日（
土
）・

　
　
21
日（
火・祝
）は
開
館
し
ま
す
。

　
場
所
　
東
御
市
文
書
館

　
　
　
　
（
北
御
牧
庁
舎
３
階
）

❖
市
民
向
け
学
習
会
　

　
「
戌
立
遺
跡
・
寺
ノ
浦
遺
跡
～
縄
文
時
代

の
風
景
～
発
掘
調
査
の
成
果
よ
り
」

講
師
　
東
御
市
教
育
委
員
会
　
田
中
浩
江

学
芸
員
、
小
諸
市
教
育
委
員
会
　
高た

か
は
し橋

陽よ
う
い
ち一
学
芸
員

内
容
　
隣
接
す
る
２
つ
の
縄
文
遺
跡
を
、

調
査
資
料
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

場
所
　
北
御
牧
公
民
館
講
堂

　
　
　
（
北
御
牧
庁
舎
２
階
）

　
ワ
イ
ン
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
、
気
軽
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
講
座
で
す
。
東

御
ワ
イ
ン
の
魅
力
や
効
能
、
そ
し
て
健
康
に

つ
い
て
一
緒
に
学
び
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
ワ

イ
ン
初
心
者
の
方
、
大
歓
迎
で
す
！

❖
日
時
　
１
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
正
午
～
午
後
１
時
30
分

　
　
　
（
受
付
　
午
前
11
時
30
分
～
）

❖
場
所
　
湯
楽
里
館
ワ
イ
ン
＆
ビ
ア
ミ
ュ
ー

　
　
　
　
ジ
ア
ム

❖
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
グ
ラ
ス
ワ
イ
ン

　
数
種
・
軽
食
代
込
）

❖
定
員
　
20
名
（
最
小
催
行
人
数
10
名
）

❖
講
師
　
東
御
市
ワ
イ
ン
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
　

　
　
　
　
大
澤
　
明
彦 

先
生

　
　
　
　
（
東
御
市
民
病
院
勤
務
医
）

❖
そ
の
他
　

・
当
日
は
、
送
迎
バ
ス
も
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
（
東
御
市
役
所
正
面
玄
関
前

発
：
午
前
11
時
30
分
、
湯
楽
里
館
発
：

午
後
２
時
10
分
）

・
ワ
イ
ン
を
ご
提
供
し
ま
す
の
で
、
20
歳

未
満
の
方
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
第
２
回
講
座
は
、
２
月
19
日
（
日
）
、

第
３
回
講
座
は
、
３
月
19
日
（
日
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
毎
回
異
な
り
ま
す
。
申
し
込
み

は
各
回
ご
と
に
お
願
い
し
ま
す
。

・
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

❖
申
し
込
み
　
事
前
に
左
記
ま
で
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
阿
部
知
事
が
来
訪
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
語
り
合
う
＂
対
話
集
会
＂

で
す
。

　
な
お
、
当
日
は
託
児
所
を
設
置
し
て
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

❖
開
催
日
　
１
月
11
日
（
水
）

❖
時
間
　
午
後
４
時
～
午
後
５
時
30
分

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
　
講
義
室

❖
テ
ー
マ
　﹃
東
御
市
の
子
育
て
・
子
育
ち
﹄

❖
参
加
申
込
　
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
左

記
へ
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル（
氏
名・住
所・

電
話
番
号
・
託
児
希
望
人
数
を
記
載
）
に

よ
り
１
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
込
受
付
時
間
：
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
（
閉
庁
日
を
除
く
）

　
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
申
込
期

限
よ
り
前
に
受
付
を
締
め
切
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
託
児
は
東
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
」
で
行
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
ら
く
ら
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ

講
座
・
教
室

国
指
定
90
周
年
・
戌
立
遺
跡
企
画
展

開
催

連
続
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

第
１
回「
ワ
イ
ン
と
健
康
に
つ
い
て
」

長
野
県
知
事
と
の
県
民
対
話
集
会
開
催

　
　
・
問
／
健
康
保
健
課
　
健
康
増
進
係

☎
64
︱
８
８
８
３

申
込

　
　
・
問
／
湯
楽
里
館
ワ
イ
ン
＆

　
　
　
　
　
ビ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

☎
75
︱
０
８
８
５
（
水
曜
日
定
休
）

（
６
次
産
業
推
進
室
）

申
込

問
／
生
涯
学
習
課
　
文
化
財
係
　

☎
75
︱
２
７
１
７

　
　
・
問
／
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係
　

☎
64
︱
５
８
０
６

kikaku@
city.tom

i.nagano.jp

申
込
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情 報 コ ー ナ ー

❖
日
時
　
１
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

❖
場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
　
研
修
室
１

❖
内
容
　
読
み
聞
か
せ
活
動
を
さ
れ
て
い
る

方
の
基
本
講
座
で
す
。
読
み
聞
か
せ
活
動

を
す
る
中
で
の
疑
問
・
悩
み
に
、
経
験
豊

❖
日
時

　
講
習
会
　
２
月
11
日
（
土
・
祝
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
）

　
試
験
　
２
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

　
（
受
付
午
前
８
時
30
分
か
ら
）

※
終
了
時
刻
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❖
会
場

上
小
森
林
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

（
上
田
市
富
士
山
２
４
６
４
ー
２
２
６ 

　
信
州
上
小
森
林
組
合
本
所
）

❖
受
付
期
間
　

　
１
月
16
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）
ま
で

　
（
郵
送
の
場
合
は
27
日
必
着
）

❖
受
付
場
所
　
上
田
地
域
振
興
局
林
務
課

（
〒
３
８
６
ー
８
５
５
５ 

上
田
市
材
木
町

１
ー
２
ー
６
）

❖
申
請
　
必
要
書
類
を
用
意
し
ま
す
の
で
耕

地
林
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
※
申
請
用
紙
は
長
野
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

❖
受
験
費
用
　
受
験
手
数
料
５
２
０
０
円

（
既
に
免
許
を
所
持
し
て
お
り
、
更
に
他

の
免
許
を
受
験
す
る
方
は
３
９
０
０
円
）

　
狩
猟
読
本
等
テ
キ
ス
ト
代
（
２
冊
で

３
２
４
０
円
）

　
そ
の
他
医
師
の
診
断
書
取
得
費
用
等

❖
費
用
補
助
　
狩
猟
免
許
費
用
の
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、狩
猟
免
許
取
得

後
、市
内
全
般
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
従
事

し
て
い
た
だ
く
事
が
要
件
に
な
り
ま
す
）

　
補
助
率
　
東
御
市
鳥
獣
被
害
防
止
事
業
補

助
交
付
金
要
綱
に
定
め
る
経
費
の
１
／
２

以
内
。

❖
そ
の
他
　
講
習
会
お
よ
び
試
験
に
つ
い
て

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

に
よ
り
人
数
制
限
等
が
あ
り
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
し
込
み
は
左
記
の
他
、
上
田
地

　
域
振
興
局
林
務
課
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県ホームページ

　
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
に
、
市
の
広
報

紙
や
書
籍
な
ど
を
音
訳
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

❖
日
程
　

　
第
１
回
　
２
月
１
日
（
水
）

　
「
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
ど
う
し
て
必

要
な
の
？
」

　
第
２
回
　
２
月
８
日
（
水
）

　
「
朗
読
を
や
っ
て
み
よ
う
！
」

　
第
３
回
　
２
月
15
日
（
水
）

　
「
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
り
ら
の
会
」
の

活
動
と
は
」

❖
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

❖
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
　
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
１

❖
募
集
定
員
　
６
名

❖
持
ち
物
　
筆
記
用
具

❖
申
込
締
切
　
１
月
27
日
（
金
）

❖
日
程
　

　
１
月
開
催
　
１
月
24
日
（
火
）

　
２
月
開
催
　
２
月
21
日
（
火
）

　
３
月
開
催
　
３
月
22
日
（
水
）
　

❖
開
催
時
間

　
①
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
本
編

　
②
午
後
３
時
～
午
後
４
時
　
応
用
編

　
※
①
②
の
同
時
受
講
も
可
能
で
す
。

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
　
第
７
学
習
室
　
　

　
　
　
　
（
１
・
２
月
開
催
）

　
　
　
　
中
央
公
民
館
２
階
　
講
義
室

　
　
　
　
（
３
月
開
催
）

❖
対
象
　
市
内
在
住
の
方
で
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
や
操
作
に
不
慣

れ
な
方

❖
定
員
　
各
回
４
名
（
先
着
順
）

❖
申
込
期
限
　

　
１
月
開
催
　
１
月
17
日
（
火
）
ま
で

　
２
月
開
催
　
２
月
14
日
（
火
）
ま
で

　
３
月
開
催
　
３
月
15
日
（
水
）
ま
で

❖
申
し
込
み
　

　
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市ホームページ

富
な
講
師
が
お
答
え
し
ま
す
。
一
般
の
方

も
参
加
で
き
ま
す
。

❖
講
師
　
山や

ま
う
ら浦

　
美み

ゆ
き幸 

氏（
お
は
な
し
ざ
し

き
わ
ら
し
の
会
主
宰
　
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

❖
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

❖
申
し
込
み
　
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

い
き
い
き
読
書
講
座

狩
猟
免
許
試
験
・
初
心
者
講
習
会

令
和
４
年
度
　
声
で
届
け
よ
う
！

～
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
～
　

「
と
う
み
ス
マ
ホ
教
室
」

HP

　
　
・
問
／
農
林
課
　
耕
地
林
務
係
　
　

☎
64
︱
５
８
９
８

申
込

HP

　
　
・
問
／
市
立
図
書
館
　☎
64
︱
５
８
８
６

申
込

　
　
・
問
／
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
係

☎
62
︱
４
４
５
５

申
込

　
　
／
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
上
田
大
屋

☎
０
８
０
０
︱
７
０
０
︱
０
４
６
６

（
通
話
の
自
動
音
声
に
従
い
「
２
」
を
プ
ッ

シ
ュ
し
て
く
だ
さ
い
）

問
／
総
務
課
　
情
報
推
進
係
　
☎
75
︱
０
９
０
５

申
込
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ス
キ
ン
ケ
ア
と
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
効
果
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
な
た
の
魅

力
を
を
引
き
出
し
、
い
き
い
き
と
し
た
自
分

だ
け
の
魅
力
を
発
見
し
ま
し
ょ
う
。
親
子
で

参
加
も
で
き
ま
す
。

❖
日
時
　
２
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
　
講
義
室

❖
定
員
　
先
着
30
名
　

　
※
定
員
に
達
し
次
第
終
了
と
し
ま
す
。

❖
講
師
　
イ
デ
ウ
ラ
美
容
室
　

　
　
　
　
出で

う
ら浦

　
五さ

つ
き月 

氏
（
上
田
市
）

❖
持
ち
物
　
普
段
使
用
し
て
い
る
メ
イ
ク
道

具
、
手
鏡

❖
受
講
料
お
よ
び
材
料
費
　
７
０
０
円

❖
申
し
込
み
　
１
月
４
日
（
水
）
午
前
９
時

～
31
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で
に
下
記
電

子
申
請
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

・
電
子
申
請
の
み
の
受
付
と
し
ま
す
。

・
１
回
の
申
込
で
参
加
者
１
名
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
２
名
申
し
込
む
場
合
は
、
異
な
る
ア
ド

レ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
農
業
用
生
産

資
材
の
高
騰
に
対
し
て
、
市
内
の
農
業
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
市
内
農
業
者
が
購

入
す
る
農
業
用
肥
料
お
よ
び
畜
産
飼
料
の
購

入
費
用
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、
営
農
に

必
要
な
資
材
の
購
入
費
用
に
対
し
て
も
、
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
肥
料
、
飼
料
、
営
農
に
必
要

な
資
材
そ
れ
ぞ
れ
で
の
申
請
が
可
能
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

❖
補
助
対
象
者

認
定
農
業
者
お
よ
び
認
定
新
規
就
農
者
、

そ
の
他
市
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者

（
販
売
農
家
に
限
る
）
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
農
業
法
人

❖
補
助
額

①
営
農
に
必
要
な
資
材
：
購
入
費
用
（
税

抜
）
の
10
％
（
限
度
額
20
万
円
）

②
農
業
用
肥
料
：
購
入
費
用
（
税
抜
）
の

10
％
（
限
度
額
20
万
円
）

③
畜
産
飼
料
：
購
入
費
用（
税
抜
）の
20
％

（
限
度
額
１
０
０
万
円
）

❖
そ
の
他

※
営
農
に
必
要
な
資
材
と
は
、
マ
ル
チ
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
用
被
覆
材
、
育
苗
ポ

ッ
ト
、
出
荷
資
材
、
農
薬
等
で
す
。
た

だ
し
、
東
御
市
農
業
振
興
補
助
金
の
対

象
と
な
る
も
の
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
２

月
28
日
ま
で
に
購
入
し
た
も
の
（
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
２
月
28

日
ま
で
に
注
文
・
支
払
い
が
済
ん
だ
も

の
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
①
に
つ
い
て
は
、
３
万
円
以
上
、
②
と

③
に
つ
い
て
は
、
５
万
円
以
上
購
入
し

た
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
の
受
付
は
、
随
時
承
っ
て
お
り
、

受
付
の
締
め
切
り
は
、
令
和
５
年
３
月

10
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
様
式
お
よ
び
申
請
方
法
等
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
終
了
者
で
、
収

容
人
員
が
３
０
０
名
以
上
の
特
定
防
火
対
象

物
の
甲
種
防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ
て
い
る

方
が
、
５
年
に
１
回
受
講
す
る
講
習
で
す
。

（
甲
種
防
火
管
理
者
再
講
習
は
、
防
火
管
理

者
す
べ
て
の
方
に
受
講
義
務
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）
該
当
し
て
い
る
か
否
か
な

ど
、
詳
細
は
最
寄
り
の
消
防
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

❖
日
時
　
２
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

※
中
止
の
場
合
は
、
消
防
本
部
予
防
課
ま

た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

❖
場
所
　
上
田
市
中
央
公
民
館

❖
定
員
　
先
着
40
名

❖
料
金
　
２
０
０
０
円
（
上
田
地
域
防
火
協

　
会
会
員
は
１
５
０
０
円
）

❖
持
ち
物
　
筆
記
用
具

❖
申
し
込
み
　
１
月
10
日
（
火
）
午
前
９
時

か
ら
下
記
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
セ
ミ
ナ
ー“
い
き
い
き
と
し
た

自
分
だ
け
の
魅
力
を
引
き
出
す
”講
座

補
助
金

農
業
用
生
産
資
材
調
達
支
援
事
業

補
助
金

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会

　
　
・
問
／
生
涯
学
習
課
　

　
社
会
教
育
・
公
民
館
係

　
　
☎
64
︱
５
８
８
５

申
込

HP

ながの電子申請
サービス

HP

　
　
・
問
／
農
林
課
　
担
い
手
支
援
係

　
　
☎
64
︱
０
５
３
５

nousei@
city.tom

i.nagano.jp

申
請

市ホームページ

　
　
・
問
／
東
御
消
防
署
　
予
防
係
　

☎
62
︱
０
１
１
９

　
上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
　
予
防
課

査
察
指
導
担
当
　
☎
26
︱
０
０
２
９

申
込
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最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金
法
に
基
づ

き
、
使
用
者
は
、
そ
の
金
額
以
上
の
賃
金
を

労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　
今
般
、
長
野
県
地
域
最
低
賃
金
の
改
正
に

続
い
て
、
長
野
県
内
の
特
定
の
産
業
で
働
く

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る「
特
定（
産
業
別
）最

低
賃
金
」が
左
記
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
適
用
業
種
等
の
詳
細
は
、
長
野

労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
人
生
の
最
終
段
階
に
ど
ん
な
過
ご
し
方
を

し
た
い
か
、
元
気
な
と
き
か
ら
家
族
や
身
近

な
方
と
共
有
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

❖
日
時
・
場
所
　
１
月
28
日
（
土
）

　
・
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
　
北
御
牧
公
民
館
２
階
　
講
堂

　
・
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
２
階
　

　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

❖
講
師
　
み
ま
き
温
泉
診
療
所
長
　

　
　
　
　
齋さ

い
と
う藤

　
文ぶ

ん
ご護 

医
師

　
地
域
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
こ

と
の
で
き
る
東
御
市
の
実
現
の
た
め
に
講
演

会
を
実
施
し
ま
す
。

❖
日
時
　
２
月
４
日
（
土
）
　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

❖
演
題
　
「
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え
あ

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
に
は
」

　
　
～
鍵
は
父
親
た
ち
の
意
識
と
行
動
～
　

❖
講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・

ジ
ャ
パ
ン
　
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー

　
代
表
理
事
　
安あ

ん
ど
う藤

　
哲て

つ
や也 

氏

　
※
講
師
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
ま
す
。

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
　
講
義
室

❖
定
員
　
70
名
　

❖
託
児
　
未
就
園
児
10
名
ま
で
（
事
前
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
）

❖
申
し
込
み
　
左
記
へ
電
話
ま
た
は
二
次
元

コ
ー
ド
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
申
込
締
切
　
１
月
20
日
（
金
）

❖
対
象
団
体
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、地
域
づ
く
り
を
行

う
グ
ル
ー
プ
や
協
議
会
な
ど（
公
共
的
団
体
等
）

❖
対
象
と
な
る
事
業
　

　
自
ら
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
自
主
的
、
主

体
的
に
取
り
組
む
地
域
の
元
気
を
生
み
出

す
モ
デ
ル
的
で
発
展
性
の
あ
る
事
業
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
対
象
と
し
ま
す
。

①
地
域
協
働
の
推
進
に
関
す
る
事
業

②
保
健
、医
療
、福
祉
の
充
実
に
関
す
る
事
業

③
教
育
、
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業

④
安
全
、安
心
な
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

⑤
環
境
保
全
、
景
観
形
成
に
関
す
る
事
業

⑥
産
業
振
興
、
雇
用
拡
大
に
関
す
る
事
業

⑦
市
町
村
合
併
に
伴
う
地
域
の
連
携
の
推

進
に
関
す
る
事
業

⑧
そ
の
他
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す
地
域

づ
く
り
に
資
す
る
事
業

❖
支
援
金
の
交
付

ハ
ー
ド
事
業
　
道
路
、
水
路
、
建
物
等
の

建
設
ま
た
は
改
修
、
単
価
10
万
円
以
上

の
備
品
の
取
得
な
ど
３
分
の
２
以
内

　
ソ
フ
ト
事
業
　
ハ
ー
ド
事
業
以
外
　
４
分

の
３
以
内
　
　

※
交
付
額
が
30
万
円
を
下
回
る
場
合
は
本

事
業
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

❖
申
し
込
み
　
令
和
５
年
２
月
１
日
（
水
）

ま
で
に
左
記
へ
応
募
書
類
を
２
部
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

対象業種 時間額
（令和３年改定額） 発効年月日

計量器・
測定器等
製造業

945円
（916円）

令和４年
12月14日

はん用機械
器具等
製造業

956円
（927円）

令和４年
12月16日

各種商品
小売業

910円
（879円）

令和４年
12月31日

長野県最低
賃金

908円
（877円）

令和４年
10月１日

掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
希
望
掲
載
日
の
２

カ
月
前
ま
で
に
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
市
の
基
準
に
よ
り
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
東
御
市
企
画
振
興
部
企
画
振
興
課

　
広
報
担
当
ま
で

sh
ih

o
-to

m
i

＠city.to
m

i.n
a
g
a
n
o

.jp

　
☎
64
―
５
８
９
３ 

Ⓕ
63
―
５
４
３
１

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

講
演
会

令
和
４
年
度
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
講
演
会

「
も
し
も
の
話
を
も
っ
と
身
近
に
　

～
元
気
な
と
き
か
ら
人
生
会
議
～
﹂

子
育
て
講
演
会

地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
　

令
和
５
年
度
事
業
募
集

●
問
／
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
　

☎
０
２
６
︱
２
２
３
︱
０
５
５
５

長
野
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

　
　
・
問
／
福
祉
課
　
地
域
包
括
支
援
係

　
　
☎
64
︱
５
０
０
０

申
込

　
　
・
問
／
子
育
て
支
援
課
　
子
育
て
支
援
係

　
　
☎
64
︱
５
８
１
４

申
込

HPながの電子申請
サービス

　
　
・
問
／
地
域
づ
く
り
支
援
室

　
　
☎
75
︱
５
５
０
６

問
／
上
田
地
域
振
興
局
　
企
画
振
興
課
　

☎
25
︱
７
１
１
２

申
請
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○
自
衛
官
候
補
生
／

　
・
受
験
資
格
：
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

　
・
採
用
時
期
：
令
和
５
年
３
月
下
旬

　
・
受
付
期
間
：

　
　
　
１
月
試
験
　
１
月
16
日
（
月
）
ま
で

　
　
　
２
月
試
験
　
２
月
６
日
（
月
）
ま
で

　
　
　
３
月
試
験
　
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

　
・
採
用
試
験
：

　
　
１
月
試
験
　
学
科
試
験
（W

eb

）
　

　
　
　
１
月
20
日
（
金
）
～
22
日
（
日
）

　
　
　
　
※
内
１
日
を
選
択

　
　
　
口
述
・
身
体
検
査
　
１
月
29
日（
日
）

　
　
２
月
試
験
　
学
科
試
験
（W

eb

）

　
　
　
２
月
12
日
（
日
）
～
14
日
（
火
）

　
　
　
　
※
内
１
日
を
選
択
　

　
　
　
口
述
・
身
体
検
査
　
２
月
18
日（
土
）

　
　
３
月
試
験
　
学
科
試
験
（W

eb

）

　
　
　
３
月
５
日
（
日
）
～
６
日
（
月
）

　
　
　
　
※
内
１
日
を
選
択
　

　
　
　
口
述
・
身
体
検
査
　
３
月
11
日（
土
）

○
東
信
地
区
公
務
員
合
同
説
明
会（
予
定
）／

　
参
加
団
体
：
長
野
県
警
、
上
田
地
域
広
域

　
連
合
消
防
本
部
、
自
衛
隊

　
時
期
：
２
月
４
日
（
土
）

※
別
途
、
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
場
所
：
上
田
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
そ
の
他
／
令
和
４
年
度
の
採
用
人
数
に
達

し
た
場
合
、
採
用
試
験
を
見
送
ら
せ
て
い

た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
資

格
等
に
つ
い
て
は
、
条
件
に
よ
り
異
な
り

○
募
集
コ
ー
ス
／

　
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
科
　
定
員
20
名

　
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ザ
イ
ン
科
　
定
員
15
名

　
訓
練
期
間
：
３
月
２
日（
木
）～
８
月
25
日

（
金
）（
６
カ
月
訓
練
）

○
場
所
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

　
（
長
野
市
吉
田
４
ー
25
ー
12
）

○
対
象
者
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し

込
み
を
し
て
い
る
方

○
テ
キ
ス
ト
代
等
／

　
・
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
加
工
科
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
１
万
５
０
０
０
円

　
・
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ザ
イ
ン
科
　
約
１
万
円

○
内
容
／
も
の
づ
く
り
の
知
識・技
能・技
術

を
身
に
付
け
、早
期
に
就
職
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

○
申
し
込
み
／
２
月
３
日
（
金
）
ま
で
に
、

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他
／
託
児
サ
ー
ビ
ス
付
き

ま
す
。
詳
し
く
は
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
自
衛
隊
長
野
地

方
協
力
本
部
上
田
地
域
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
見
学
会

○
日
時
／
１
月
11
日
（
水
）
・
27
日
（
金
）

　
　
　
　
２
月
７
日
（
火
）
・
22
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午
（
予
定
）

○
場
所
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

　
（
長
野
市
吉
田
４
ー
25
ー
12
）

○
内
容
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野
で
実
施

す
る
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
説
明
、
施

設
見
学
等

○
対
象
者
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し

込
み
を
し
て
い
る
方

○
日
時
／
２
月
18
日
（
土
）
※
要
予
約

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所
／
佐
久
市
佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
（
佐
久
市
佐
久
平
駅
南
４
ー
１
）

　
　
　
　
上
田
市
西
部
公
民
館

　
　
　
（
上
田
市
常
磐
城
５
ー
４
ー
34
）

○
予
約
受
付
／
２
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
予
約
受
付
開
始

　
各
日
と
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
予
約
番
号
／
☎
25
ー
８
７
２
０（
事
務
局
）

○
相
談
内
容
／
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
、

農
地
転
用
、
建
設
業
許
可
、
法
人
設
立
各

種
許
可
お
よ
び
認
可
申
請
手
続
き
、
外
国

人
在
留
　
な
ど

○
日
時
／
２
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
　
　

　
開
場
　
午
後
１
時
～

○
場
所
／
中
央
公
民
館
３
階
　
講
堂

　
　
　
（
東
御
市
県
２
８
８
︱
４
）

○
実
施
内
容
／

講
演
会
：
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど

も
を
持
つ
家
族
が
孤
立
し
が
ち
な
現
状

を
理
解
し
、
ど
の
様
な
支
援
に
つ
な
げ

ら
れ
る
か
、
地
域
社
会
で
支
え
合
う
こ

と
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
実
施
し
ま
す
。

講
師
：
宮み

や
お尾

　
彰あ

き
ら 

氏
。
長
野
県
こ
ど
も

若
者
局
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課
委
託
事
業

　「
東
信
子
ど
も
若
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
」

責
任
者

対
話
会
：
参
加
者
に
よ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
フ

ェ
等
の
対
話
会
を
実
施
し
ま
す

※
お
一
人
で
も
お
子
さ
ま
連
れ
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
講
演
会
＆
対
話
会
中
は
、
別
室
に

参
加
さ
れ
た
児
童
生
徒
達
の
居
場
所
体

験
と
し
て
遊
び
場
が
あ
り
ま
す
。

○
そ
の
他
／
本
事
業
は
東
御
市
の
「
令
和
４

年
度
地
域
づ
く
り
活
動
補
助
金
」
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
　
春
季
自
衛
官
等
募
集

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

令
和
５
年
３
月
開
講
コ
ー
ス

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

不
登
校
で
悩
む
家
族
支
援
と
居
場
所

を
考
え
る
集
い

●
問
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野
　

☎
０
２
６
ー
２
４
３
ー
７
８
５
６

●
問
／
自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所
（
令
和
４

　
年
12
月
よ
り
左
記
へ
移
転
し
ま
し
た
）

　
　
上
田
市
中
央
西
２
ー
３
ー
13
　
上
田
法
務

　
総
合
庁
舎
１
階
（
上
田
税
務
署
向
か
い
）

　
　
　
　
　
☎
・
Ⓕ
22
ー
５
２
６
７

●
問
／
長
野
県
行
政
書
士
会
東
信
支
部
事
務
局

　
☎
25
︱
８
７
２
０

●
問
／
東
御
市
市
民
ま
ち
づ
く
り
会
議

　
　
ひ
だ
ま
り
の
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
会
　

　
　
事
務
局
　
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係

　
☎
64
︱
５
８
０
６
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❖ラジオ市報とうみ　毎日　【朝】午前７時40分～45分　【夕】午後６時40分～45分
❖告別式のお知らせ　ラジオ市報とうみ【夕】の放送時間内（おくやみ放送がある時のみ）
❖地域おこし協力隊活動中　毎月第１・第３月曜日　午前９時30分～午前10時
❖とうみ日和～ラジオ市長室～　毎月最終火曜日　午前11時～午前11時30分
❖市民情報広場　毎月第２・第４木曜日　午前８時25分～午前８時40分

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
自
宅
か

　
ら
ス
マ
ホ
で
確
定
申
告
！

　
確
定
申
告
は
、
ご
自
宅
か
ら
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
たｅ
ー
Ｔａｘ・

ス
マ
ホ
申
告
が
便
利
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ホ（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応
）が
あ
れ
ば
、

多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
る
確
定
申
告
会
場

に
出
向
く
こ
と
な
く
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を

利
用
し
て
確
定
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
メ
リ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

・
休
日
で
も
24
時
間
、
ご
自
宅
か
ら
申
告

が
で
き
ま
す
。

・
還
付
申
告
の
場
合
、
ｅ
ー
Ｔａｘ
な
ら
早

期
還
付
さ
れ
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
に
よ
り
、
一
部

の
所
得
控
除
等
が
自
動
入
力
さ
れ
ま
す
。

　
（
新
た
に
１
年
間
分
の
医
療
費
の
情
報
、

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
、
国
民
年

金
保
険
料
が
自
動
入
力
の
対
象
に
な
り

ま
す
）

・
申
告
の
際
に
必
要
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
読
み
取
り
回
数
が
１
回
で
Ｏ
Ｋ
。

（
た
だ
し
過
去
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
方
式
で
申
告
を
さ
れ
た
方
が
対
象
で

す
）

・
ス
マ
ホ
申
告
は
、
専
用
画
面
が
用
意
さ

れ
て
お
り
、
青
色
申
告
決
算
書
・
収
支

内
訳
書
の
作
成
が
ス
マ
ホ
専
用
画
面
で

可
能
で
す
。

○
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
　
イ
ン
ボ
イ
ス

　
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
の

仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
適
格
請
求
書

（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
を
発
行
で
き
る
の
は
、

「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
」
に
限
ら
れ
、

こ
の
「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
」
に
な

る
た
め
に
は
、
登
録
申
請
書
を
提
出
し
、

登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
個
人

事
業
者
の
方
の
登
録
申
請
手
続
等
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
読
取
対
応
の
ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば
、
ｅ

ー
Ｔａｘ
ソ
フ
ト
（
Ｓ
Ｐ
版
）
に
よ
り
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
（
Ｓ
Ｐ
版
）
で
は
、

画
面
に
表
示
さ
れ
た
質
問
に
回
答
し
て
い

く
こ
と
で
、
入
力
漏
れ
等
が
な
く
、
ス
ム

ー
ズ
に
申
請
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
問
答
形
式
」
を
採
用
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

※
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
お

知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設

サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定

　
申
告
会
場
に
つ
い
て

・
会
場
／
上
田
税
務
署
　
別
館
会
議
室

・
期
間
／
２
月
１
日（
水
）～
３
月
15
日（
水
）

　
　
　
　
ま
で（
土・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

・
時
間
／
相
談
受
付
：
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
４
時
ま
で

　
　
　
　
相
談
開
始
：
午
前
９
時
か
ら

※
確
定
申
告
会
場
の
入
場
に
は
、
当
日
配

付
又
は
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
か
ら
事
前
に
取
得
し
た
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
。

※
ス
マ
ホ
を
お
持
ち
の
方
は
、
確
定
申
告

会
場
に
お
い
て
、
基
本
的
に
ス
マ
ホ
を

利
用
し
て
申
告
書
を
作
成
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
確
定
申
告
会
場
に
来
場
さ
れ
る
際
は
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
だ
き
、
少
人

数
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
入
場
の
際
に
検
温
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

咳
・
発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
は
入
場

を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
午
後
４
時
前
で
あ
っ
て
も
、
相
談
受
付

を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

放送日 内容 出演
１月12日・26日 各種検診案内等、ウォーキング教室について 健康保健課

スマートフォン用アプリ
「FM++」

アプリでも聴けます

都合により内容は変更になる場合があります。

行政情報ラジオ番組案内　はれラジ（エフエムとうみ）78.5MHzで放送中

上
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

HP

問／エフエムとうみ　☎63−1003　　企画振興課　広報統計係　☎64−5893

●
問
／
上
田
税
務
署
　
　  

☎
22
ー

１
２
３
４

　

マイナポータル連携

動画で見る確定申告

確定申告書等
作成コーナー

国税庁LINE公式
アカウント

インボイス制度
特設サイト
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〈広告欄〉 ※この広告は「東御市広告掲載要綱」に基づいて掲載しています。広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします。

１日 ㈰
・令和５年東御市長新年あいさつ
・祢津小学校歌舞伎クラブ校内発表会
　「義経千本桜」（再）（10時、16時、22時）

２日 ㈪
・新春特別番組「移り暮らし」
・北御牧地区保・小・中交流会（再）
　（10時、16時、22時）

３日 ㈫ とうみ混声合唱団第20回定期演奏会（再）

４日 ㈬ 丸山晩霞記念館企画「湯の丸高原 花と蝶～
希少種を守れるか～」講師：花岡敏道さん（再）

５日 ㈭ 東信地区ハーモニカ交流コンサート前半（再）
６日 ㈮ 東信地区ハーモニカ交流コンサート後半（再）
７日 ㈯ 第62回長野県母親コーラスまつり上小地区

８日 ㈰ グリーンファームカレッジ2022
「果樹の選定」

９日 ㈪ 令和４年度祢津小学校130周年記念音楽
会・記念式典（再）

10日 ㈫ 令和4年度音楽会　田中小学校（再）
11日 ㈬ 令和4年度音楽会　北御牧小学校（再）
12日 ㈭ 令和4年度音楽会　和小学校（再）
13日 ㈮ 令和4年度音楽会　滋野小学校（再）

14日 ㈯ 講演会「刀の歴史を学ぼう！武器から美術品
への歴史」講師：宮入法廣 刀匠

15日 ㈰
・第19回東御市駅伝大会（再）
・第19回東御市マラソン大会（再）
　（10時、16時、22時）

16日 ㈪ 図書館講座「宮沢賢治を読む」①
講師：稲垣勇一さん（再）

17日 ㈫ 図書館講座「宮沢賢治を読む」②
講師：稲垣勇一さん（再）

18日 ㈬ 図書館講座「宮沢賢治を読む」③
講師：稲垣勇一さん（再）

19日 ㈭ 図書館講座「宮沢賢治を読む」④
講師：稲垣勇一さん（再）

20日 ㈮ 図書館講座⑤「民話～焼棚山の山姥～」
講師：稲垣勇一さん（再）

21日 ㈯ とうみ歴史研究会 地域の歴史講座
「真田三代について」講師：田中博文さん

22日 ㈰
とうみ歴史研究会 地域の歴史講座
「祢津氏・松平氏と定津院」
講師：五十嵐弘暁さん（再）

23日 ㈪ 信州御牧太鼓保存会 子供太鼓演奏（再）

24日 ㈫
第18回長野県高等学校文化連盟軽音楽専門部 
県フェスティバル Power Live 2022 KF
（No.1～12）（再）

25日 ㈬
第18回長野県高等学校文化連盟軽音楽専門部 
県フェスティバル Power Live 2022 KF
（No.13～25）（再）

26日 ㈭
第18回長野県高等学校文化連盟軽音楽専門部 
県フェスティバル Power Live 2022 KF
（No.26～37、大会結果）（再）

27日 ㈮ 第13回おらほの町の音楽会（再）

28日 ㈯ 令和５年東御市消防出初式

29日 ㈰ 第２回 宮沢賢治
「雨ニモマケズを朗読する会」

30日 ㈪
講演会「刀の歴史を学ぼう！武器から美術
品への歴史」
講師：宮入法廣 刀匠（再）

31日 ㈫ 「小さな親切」運動作文コンクール　
受賞作品

Weekly ! ウィークリーとうみ　東御市の話題をお伝えします！
毎週金曜日更新　※１月６日号はお休みします。
【放送時間  ６：00 ～ 12：00～ 18：00～　】
動画はこちらからもご覧いただけます

【放送時間  午前９時～  午後３時～  午後９時～】とうみチャンネル１月番組案内　地上112/CATV004で放送中

ウイークリーとうみ

問／上田ケーブルビジョン　☎23−1600　　
　　企画振興課　広報統計係　☎64−5893
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○プリテンド・ファーザー　  　　　　　　白岩 玄：著
○森の来訪者たち　　　　　　　ニーナ・バートン：著
○のこしてゆくもの　  　　　　　　　窪島 誠一郎：著
○異彩を、放て。　  　　　　　　　　松田 文登：他著
○1945.8.13長野空襲の真実　　　　　　 荒 敬：他著
○「専門家」とは誰か　  　　　　　　村上 陽一郎：編
○絶滅してない！　  　　　　　　　　　　宗像 充：著
○兄弟姉妹の心理学　  　　　　　　　　根本 裕幸：著
○「音楽する」は脳に効く　  　　　　重野 知央：編著
○おひとりさま薬膳　  　　　　　　　麻木 久仁子：著
○専門医がやさしく教えるリウマチの治し方　

佐藤 理仁：著
○自然災害と土木－デザイン　 　　　　 星野 裕司：著
○「立方体が描けない子」の学力を伸ばす  宮口 幸治：著
○山奥ビジネス　  　　　　　　　　　藻谷 ゆかり：著
○はじめてのフラ　　　素敵なフラスタイル編集部：編

○ぐうたら魔女ホーライ来る！　  　　　柏葉 幸子：作
○ヘビくんブランコくん　  　　おおぎやなぎ ちか：作
○ごはん食べにおいでよ　  　　　　　小手鞠 るい：作
○ホカリさんとふゆのおくりもの　 はせがわ さとみ：作
○リパの庭づくり　  　　　　　　　　福井 さとこ：作
○みずうみのおはなし３にんぐみ　

ジェイムズ・マーシャル：作
○ロザリーのひみつ指令　ティモテ・ド・フォンベル：作
○やまだめいたちのえにっき　  　　　山田 美津子：作
○毒もみのすきな署長さん　  　　　　　山村 浩二：絵
○アントンせんせいこまったときはおたがいさま　

西村 敏雄：作
○ポレポレゆきのなか　　　　  　　たしろ ちさと：作
○かるがものクッカ　　　　　　　  　　箕輪 義隆：絵
○ゆきのげきじょう　  　　　　　　　　荒井 良二：作
○コールテンくんのポケット　　ドン・フリーマン：作
○すいどう　　  　　　　　　　　　　　百木 一朗：作

❖ 一 般 書

❖ 児 童 書

❖「おはなしはらっぱ」による★おはなし子ども会　
　日　時　２月25日（土）午前10時30分～
　対　象　未就学児～小学生

❖図書館職員による★おはなし会
　日　時　２月10日（金）午前10時30分～
　対　象　未就園児とその保護者

❖月末図書整理日　１月27日（金）

滋野コミュニティーセンター ２日㈭ 内容　親子でふれあい遊び
持ち物　水筒
※13日㈪の田中ぽけっとは(田中

地区の方のみ)午前10時30分
～午前11時3０分までです。参
加の方以外は利用できません。

祢津公民館 10日㈮
東部子育て支援センター 13日㈪
和コミュニティーセンター 17日㈮
北御牧子育て支援センター 22日㈬

ふれあいひろば
（マッサージ体操・楽器であそぼう） ８日㈬※

午前10時～午前11時30分
0歳児のママひろば
（救急講習会） 15日㈬※

あそびのひろば
（令和3年6月・7月生まれ） ３日㈮※ 午前10時30分～午前11時30分

ママ～ずリズムあそび ６日㈪※ 午前10時30分～午前11時15分
おもちゃドクター ９日㈭ 午前10時～午前11時
育児座談会（篠原君江助産師） 14日㈫※ 午前10時30分～午前11時30分
新しい働き方講座 15日㈬※ 午前10時30分～午前11時30分
初めての赤ちゃんひろば
※対象：生後１ヵ月～４ヵ月の母子 20日㈪※ 午前10時30分～午後２時30分

すくすく相談(芹澤文子臨床発達心理士 )
「いたずらは科学する力の芽」 21日㈫※ 午前10時30分～午前11時45分

こうえんひろば
（東御中央公園（大きいすべり台前集合） 24日㈮※ 午前10時～午前11時

ママ～ずおはなし絵本 27日㈪※ 午前10時30分～午前11時15分

就労相談 28日㈫ 午前10時～午前11時30分

田中保育園
滋野保育園
祢津保育園
和保育園
北御牧保育園

☎62－1602
☎63－6468
☎63－6816
☎63－6815
☎67－2093

園開放はありません。
※園の見学を希望する方は直

接園に電話をし、ご相談く
ださい。

くるみ幼稚園 ☎75－6113

7日㈫ リズム遊び
21日㈫ サーキット遊び
28日㈫ お雛様制作
午前10時～午前11時
持ち物：上履き（親子とも）、水筒、帽子

海 野 保 育 園 ☎62－2800
17日㈮ リズム・わらべうた
あそびをしましょう。
午前９時30分～午前11時
持ち物：水筒

市
立
保
育
園

※急な変更や中止の場合もありますので、詳細は事前に各園までお問い合わせください。

東部子育て支援センター（すくすくひろば）

ぽけっとひろば　　 　　　午前10時～午前11時

開館時間　月～土曜日（日曜日、祝日、年末年始は除く）
午前９時～正午、午後１時～午後４時　※印は10組要予約

会場　図書館３階　くるみのへや

毎週月曜日は休館日です。

行事の詳細は子育て応援ポータルサイト「すくすくポケット」
http://tomi-sukusuku.jp/ で配信中

休館のお知らせ

行事予定

新着本案内

子育てインフォメーション（２月）

２月 園開放

図書館だより

開館時間　月～金曜日（土・日曜日、祝日、年末年始は除く）
午前９時～午後２時30分

北御牧子育て支援センター（みまき未来館）　

※印は10組要予約

問／子育て支援課　保育係　☎64−5903 問／市立図書館　☎64−5886

問／東部子育て支援センター（すくすくひろば）　☎64−5814
　　北御牧子育て支援センター（みまき未来館）☎67−3676
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※がついている日は終了後、医療と介護の相談会を開催します。 乳幼児健康診査 対　　象
４か月児健診 ２月22日（水） 令和４年10月生

10か月児健診 ２月15日（水） 令和４年４月生

１歳６か月児健診 ２月21日（火） 令和３年８月生

３歳児健診 ２月14日（火） 令和元年12月生

ごっくん離乳食教室 ２月16日（木） 対象：令和４年９月生
もぐもぐ離乳食教室 ２月17日（金） 対象：令和４年７月生

らくらく教室　　　頭と体を無理なく刺激する介護予防教室

人権啓発センター １日㈬※、８日㈬、15日㈬、22日㈬
午前10時～午前11時

滋野コミュニティー
センター

７日㈫、14日㈫※、21日㈫、28日㈫
午前10時～午前11時　　

祢津公民館 １日㈬、８日㈬、15日㈬
午後２時～午後３時　

和コミュニティー
センター

６日㈪、13日㈪、20日㈪※、27日㈪
午前10時～午前11時　

北御牧公民館 ３日㈮、10日㈮、17日㈮※、24日㈮
午前10時～午前11時　

転倒予防水中ウォーキング ２日㈭、９日㈭、16日㈭、23日㈭㈷
時間：午後１時15分～午後１時45分
場所：温泉アクティブセンター（入館料 1,200円が別にかかります）

受付時間：午後０時50分～　開始時間：午後１時
場 所：市保健センター　総合福祉センター２階
持 ち 物：母子手帳、おたずね票、赤ちゃんすくすくブック
　　　　　バスタオル（４か月、10か月、１歳６か月）　
※発熱・体調不良やクラス閉鎖になっているお子さまは、翌月以降
　の健診にお越しください。

受付時間：午前９時～　開始時間：午前９時30分
場　　所：市保健センター　総合福祉センター２階
持 ち 物：母子手帳、おたずね票、赤ちゃんすくすくブック、
　　　　　食事用エプロン、バスタオル

かんたん
体操 ２日㈭、16日㈭ 時間：午後２時～午後３時

場所：武道館貯筋体操 14日㈫ 、28日㈫ 

陽だまりの会（精神障がい者家族会） はーと・ほっと・サロン
日時 ２月８日（水）午後２時　 ２月６日（月）午後１時30分～午後３時30分
場所 総合福祉センター１階　101研修室 滋野コミュニティーセンター　和室
対象 心に病を持った心に病を持った方やその家族など　※会員募集中

相談名 実施日 時　間 場　所 申し込み 問い合わせ先
母と子の健康相談 毎週火曜日 午前９時～午前11時

市保健センター
不要 保健係

　☎64－8882
健康増進係
　☎64－8883

（オンライン相談も
受け付けています）

母と子の栄養相談・歯科相談 ２月７日（火） 午前９時～午前11時
精神科医・精神保健福祉士
によるこころの相談 毎月2回 午後２時～午後４時 予約制２名まで

こころの健康・依存症に関する相談 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時

総合福祉センター

不要
生活習慣病相談 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 不要

ひきこもり支援に関する相談 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 不要 保健係
　☎64－8882

認知症個別相談 毎週水曜日 午前９時～午後４時30分 予約制

地域包括支援係
　☎64－5000

家族会（認知症に関する情報交換） ２月17日（金）午後１時30分～午後３時 不要

医療・介護・福祉の出張相談

２月１日（水）

午前10時～午前11時30分

中央公民館

不要
２月14日（火） 滋野コミュニティーセンター

２月17日（金） 北御牧公民館

２月20日（月） 和コミュニティーセンター
生活・就労総合相談「まいさぽ」

（生活全般、就労、ひきこもり等） 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 総合福祉センター 不要 社会福祉協議会
　☎75－0222

人権擁護委員による心配ごと相談
(家庭・隣人・職場等の人権問題） ２月３日（金） 午前９時～正午

午後１時～午後４時 東部人権
啓発センター

不要 人権同和政策係
　☎64－5902人権よろず相談（法律・登記・行政・

人権・心の健康など） ２月17日（金） 午前９時～午前11時
（受付 午前10時30分まで）

法律相談のみ
予約制

ミニジョブカフェ
（若者の就労相談） ２月16日（木） 午後１時30分～

　　　　　午後４時30分
コワーキングス
ペース　えべや 予約制 商工労政係

　☎64－5895
在住外国人相談

（ポルトガル語・スペイン語） 毎週月～金曜日 午前９時～午後４時 市役所本館
生活環境課 不要 生活安全係

　☎64－5896

消費生活相談 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 消費生活センター
（生活環境課隣） 不要 消費生活センター

　☎75－2410

地域包括支援センター案内（２月） 保健案内

福祉案内 問／福祉課　福祉援護係　☎64−8884

定期相談コーナー （閉庁日を除きます）

問／福祉課　地域包括支援係　☎64−5000 問／健康保健課　保健係　☎64−8882

ひきこもりLINE相談
（東御市アウトリーチ支援事業）
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新型コロナウイルス感染症に関する相談窓口 受診・相談センター　☎25－7178
休日・夜間当番薬局 上田薬剤師会ホームページで確認してください。≪http://www.uedayaku.org/touban≫

日曜当番医

診療時間

午前９時
～

午後５時

月日 医療機関名 電話番号 ＊緊急の場合は主治医に連絡し、主治医不在の場合は
当番医に連絡してください。

＊急きょ当番医が変わることがあります。次の電話案
内等で確認してください。

≪休日･夜間緊急医案内サービス≫
　 ☎050－3033－0665　

１月１日 せき内科クリニック ☎64－7171
１月８日 ささき医院 ☎64－3711
１月15日 祢津診療所 ☎62－0273
１月22日 春原整形外科クリニック ☎64－6200
１月29日 東御市民病院 ☎62－0050

休日の歯科
救急治療　

上田小県歯科医師会　休日歯科救急センター　☎24－8020 
診療時間：午前９時～午後３時／住所：上田市材木町１－３－６（上田小県歯科医師会館内）

夜間の内科・
小児科診療　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・内　科　☎21－2280
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・小児科（15歳以下）☎21－2233
診療受付：午後７時～午後10時30分／電話相談：午後７時～午後11時　※電話で診療受付をしてください。

夜間の小児の
救急電話相談

長野県小児救急電話相談　☎＃8000 
相談時間：午後７時～翌朝８時（ダイヤル回線、IP電話は☎0263－34－8000）

上田市内科・小児科初期救急センター　

文化会館・美術館のイベント情報

休日・夜間の救急医療案内

問／健康保健課　地域医療推進係　☎64−8882
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と
笑
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
題
材
に
し

た
川
柳
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
は
3
7
5
点
で
、
市
男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
が
選
考
に
当
た
り
、
一

般
の
部
と
小
中
学
生
の
部
の
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
6
点
を
選
定
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
人
権
同
和
政
策
課　
男
女
共
同
参
画
係

　
☎
64

－

５
９
０
２

一
般
の
部

小
・
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞
作
品

最
優
秀
賞
作
品

優
秀
賞
作
品

優
秀
賞
作
品

佳　

作

佳　

作

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議　

こ
ど
も
の
声
で　

場
が
な
ご
む

あ
た
り
ま
え　

実
は
そ
れ
っ
て　

宝
物

『
ま
た
割
っ
た
！
』 

家
事
ハ
ラ
め
げ
ず
に 

皿
洗
う

や
す
ら
ぐ
な　

家
族
み
ん
な
の　

笑
い
声

『
あ
り
が
と
う
!!
』
　

互
い
に
言
葉　

か
け
あ
う
日

（
毎
日
）

お
家
時
間　

母
娘
バ
ト
ル　

に
げ
る
父

テ
レ
ビ
電
話　

は
し
ゃ
ぐ
子　

画
面
外
れ
て
る

ひ
ま
な
と
き　

小
さ
い
や
つ
が　

ご
ろ
ん
す
る

戸
惑
い
て　

食
材
さ
が
す　

夫
頼
も
し

平
日
で　

一
人
さ
び
し
く　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

い
つ
帰
る　

聞
か
な
く
な
っ
た　

じ
い
と
ば
あ

ゲ
ー
ム
中　

親
の
視
線
が　

つ
き
さ
さ
る

も
く
め
さ
ん

東
部
中
学
校　
栁や

な
ぎ
さ
わ沢

咲さ
く

良ら

さ
ん

走
団
ひ
と
り
さ
ん

東
部
中
学
校　
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
さ
ん

　
長ち

ょ
う　
知と

も

世よ

さ
ん

東
部
中
学
校　
あ
か
ね
さ
ん

こ
た
つ
み
か
ん
さ
ん

東
部
中
学
校　
な
ん
か
や
ば
い
さ
ん

の
ん
び
り
屋
さ
ん

田
中
小
学
校　
須す

藤ど
う

莉り

凰お

さ
ん

ポ
ン
タ
さ
ん

東
部
中
学
校　
そ
パ
パ
ね
さ
ん

▲市役所で開いた表彰式（12月1日）
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第
19
回 

東
御
市
短
詩
型
文
学
祭 

受
賞
作
品
の
紹
介

　
10
月
29
日
、
第
19
回
東
御
市
短
詩
型
文
学
祭
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
一
般
54
名
、
児
童
・
生
徒
１
０
１
０
名
の
皆
さ
ま
か
ら
作
品
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
部
門
ご
と
に
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
選
者
の
先
生
を
囲
ん
で
の
研
究
会
が
開

か
れ
、
先
生
に
よ
る
指
導
を
受
け
た
り
、
相
互
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
り
す
る
な
ど
、
研
鑽さ

ん

を

深
め
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
選
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
ぜ
ひ
、
今
年
度
の
力
作
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

主
の
い
な
い
家
は

ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
る

使
う
人
の
い
な
く
な
っ
た
食
器
が
重
な
り

使
っ
て
欲
し
い
と

こ
ち
ら
を
見
る

毎
日
拝
ま
れ
て
い
た
神
棚
は
閉
ざ
さ
れ

拝
ん
で
く
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を

じ
っ
と
待
つ

水
を
た
め
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
風
呂
場
は

か
つ
て
　
み
ん
な
が
入
っ
て
い
た
日
々
を

懐
し
ん
で
い
る

火
の
気
の
な
く
な
っ
た
台
所
は

家
族
の
会
話
が
木
霊
す
る
こ
と
を
信
じ

あ
の
日
々
の
会
話
を
繰
り
返
す

空
の
冷
蔵
庫
が
冷
え
る
音

電
池
の
入
っ
た
ま
ま
の
時
計
が
時
を
刻
む
音

自
分
の
心
臓
の
音

主
の
い
な
い
家
は

ど
こ
か
　
温
か
い

思
い
出
の
宝
箱
に
触
れ
た
ら

冷
え
切
っ
た
心
が
動
き
出
す

一
本
の
け
や
き
大
樹
が
に
こ
に
こ
と

「
登
っ
て
お
い
で
富
士
が
見
え
る
よ
」

ご
め
ん
ね
と
先
立
つ
方
が
詫
び
て
逝
く

患
う
悔
い
と
感
謝
を
込
め
て

断
捨
離
の
手
を
止
め
さ
せ
る
思
い
出
よ

閉
ぢ
て
な
ほ
絵
本
の
余
白
星
涼
し

夏
蝶
を
追
ふ
子
も
蝶
も
弾
み
を
り

関せ
き

　
　
　
啓ひ

ろ
し

石い
し

田だ

　
隆た

か
至し

小こ

松ま
つ

　
祐ゆ

う
基き

渡わ
た
辺な

べ
　
絹き

ぬ
江え

清し

水み
ず

　
恵け

い
子こ

主
の
い
な
い
家

村む
ら

山や
ま

　
弘ひ

ろ
子こ

〈
選
者
〉　
小こ

宮み

山や
ま

　
久ひ

さ

子こ

〈
選
者
〉　
太お

お

田た

　
淑よ

し

子こ

〈
選
者
〉　
近こ

ん
藤ど

う

　
魁か

い

風ふ
う

〈
選
者
〉　
上か

み

村む
ら

　
敦あ

つ

子こ

〈
選
者
〉　
島し

ま

田だ

　
洋よ

う

子こ

〈
選
者
〉　
酒さ
か

井い

　
力
つ
と
む

【
短
歌
の
部
】　
特
選

【
川
柳
の
部
】　
特
選

【
俳
句
の
部
】　
特
選

【
現
代
詩
の
部
】　
特
選

今
だ
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
心
に

包
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
心
に
手
を
合
わ
す

―
つ
な
が
っ
て
い
る
実
感
―

玄
関
を
開
け
　
あ
す
に
向
か
う
た
め

帰
路
に
つ
く

母
の
好
き
だ
っ
た
赤
い
バ
ラ
の
花
ビ
ラ
が
一
枚

静
に
散
っ
て
来
た

あ
　
り
　
が
　
と
　
う

混
沌
と
し
た
世
の
中
で

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く
世
の
中
で

大
切
な
物
が
何
や
ら
　
わ
か
ら
ず

た
だ
　
時
を
食
い
潰
す
だ
け
の
日
々

主
の
い
な
い
家
は

精
一
杯
教
え
て
く
れ
た

あ
っ
た
か
い
思
い
出
と
生
き
て
き
た
証

あ
わ
て
る
こ
と
な
く

ぶ
れ
る
こ
と
な
く

人
間
と
し
て

ゆ
っ
く
り
進
め
と

主
の
い
な
い
家
は

私
の
心
の
ふ
る
さ
と
だ
っ
た

▲表彰式の様子

●
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
・
公
民
館
係
　
☎
64

－

５
８
８
５
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Vol.68
2023.1地域おこし協力隊が行く！

編集担当・地域おこし協力隊　小林

　

長
野
朝
日
放
送
が
主
催
す
る「
ふ

る
さ
と
CM
大
賞
N
A
G
A
N
O
」。

県
内
の
各
自
治
体
が
、
地
元
を
宣

伝
す
る
30
秒
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
作

品
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
22

回
目
と
な
る
今
年
は
、
県
内
50
市

町
村
か
ら
66
作
品
の
応
募
が
あ
り
、

一
次
審
査
を
通
過
し
た
18
作
品
に

よ
る
「
最
終
審
査
会
」
が
長
野
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
御
市
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
作

家
の
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
ミ
ン

グ
ウ
ェ
イ
が
東
御
市
を
訪
れ
る

と
い
う
設
定
の
作
品
「D

ear 
M

r.H
em

ingw
ay

」
を
出
品
。
最

終
審
査
会
の
結
果
、「
特
別
賞
」（
文

学
賞
）
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
！ 

な
お
、
市
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
作
品
は
、
長
野
朝
日
放
送

で
計
20
回
、
放
送
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

本
作
品
は
、
海
野
宿
の
街
道
や
、

滞
在
型
交
流
施
設
「
う
ん
の
わ
」

で
撮
影
。
出
演
役
と
し
て
市
職
員

が
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
に
な
り
き
り
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
小
林
が
撮

影
や
編
集
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担

当
し
ま
し
た
。

　

最
終
審
査
会
で
は
、
各
市
町

村
に
よ
る
独
創
的
な
１
分
間
の

「
ち
ょ
い
足
し
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

が
披
露
さ
れ
る
中
、
東
御
市
は
、

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
ほ
ど
よ
く
、

田
舎
。
と
う
み
」
を
つ
か
っ
て
、

市
の
暮
ら
し
や
産
業
、
自
然
な
ど

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
代
表
作

「
老
人
と
海
」
と
、「
と
う
み
」
の

語
呂
合
わ
せ
、
そ
し
て
本
気
の
ヘ

ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
仮
装
が
好
評
を
博

し
、設
定
に
合
わ
せ
た
「
文
学
賞
」

の
受
賞
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
１
月
３
日

　
午
後
４
時
～

　

長
野
朝
日
放
送
に
て
放
送
予
定

で
す
。
動
画
で
も
登
場
す
る「M

r.

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
」
を
は
じ
め
、

市
職
員
が
東
御
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。

　YouTube「東御市チャンネル」にて、今
回のコマーシャル作品をご覧いただけます。
　左の二次元コードまたは、YouTube 東

御市チャンネルの再生リスト
「とうみのPR」からご覧く
ださい。

ヘミングウェイにちなみ「文学賞」となりました！

コマーシャル作品はこちら 最
終
審
査
会
の
様
子
が

放
送
さ
れ
ま
す
！

ページ下部の二次元コードからご覧いただけます！

「ほどよく、田舎。とうみ」の
パネルでアピール
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●問い合わせ先
　生活環境課　環境対策係　☎ 6 4 －５ ８ ９ ６

ゼロカーボンシティ
とうみ

目指そう！

　年始には家族の帰省や親族が集まることが多くなりま
すが、それぞれの部屋で照明や暖房を使用すると光熱
費とともに CO₂ 排出量が増加します。
　家族が同じ部屋で過ごすことによって暖房と照明の利
用率を 2 割減らすと、年間で光熱費約 11,000 円の節
約ができ、CO₂ 排出量を約 240㎏削減することにもな
ります。
　家族が同じ部屋で過ごして、地球の温暖化を防ぎつ
つ、家族どうしの心の温暖化を目指しましょう。

※新型コロナウイルスの感染状況に注意しながら取り組
みましょう！

アドバイス
　１月は睦月（むつき）と呼ばれ、お正月に家族
や親族が一同に集まって宴をし、睦み合う（むつ
みあう＝お互いに親しくすること）ことから睦び
月⇒むつきという説が有名です。
　家族や親族の方とお互いに親しくしながらでき
る地球温暖化対策をしてみませんか。

　同じ部屋で過ごして一家団らん！

今月の取組

今
年
の
学
習
会
を
終
え
て

（184）

お
お  

い

す  

み  

こ

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

大
居
　壽
美
子

　
今
年
の
東
御
市
の
人
権
啓
発
学
習
会
は

現
在
の
東
御
市
で
起
き
て
い
る
出
来
事
や
、

人
権
関
係
の
情
報
を
各
地
区
で
お
知
ら
せ

す
る
と
共
に
、「
ほ
ん
と
の
空
」
と
い
う

D
V
D
を
見
て
身
の
回
り
に
あ
る
人
権

の
問
題
に
つ
い
て
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
話

し
合
い
を
し
ま
し
た
。（
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
た
め
人
数
制
限
を
し
た
り
、
ハ
ー
ト

形
の
絵
を
示
し
て
意
思
表
示
を
す
る
な
ど

工
夫
を
し
ま
し
た
。）

　
原
発
事
故
に
よ
っ
て
引
っ
越
し
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
人
、
高
齢
の
人
、
目
の
不
自

由
な
人
、
外
国
か
ら
来
た
人
、
子
ど
も
の

生
き
方
と
周
り
の
目
、
部
落
差
別
な
ど
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
も

知
ら
な
い
で
い
る
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
人

と
接
し
て
い
る
ん
だ
な
、
と
気
づ
か
さ
れ

ま
す
。
登
場
し
た
人
た
ち
の
気
づ
き
か
ら

行
動
が
変

容
し
て
い

く
様
を
見

て
、
個
々

の
勇
気
と
、

人
と
の
つ

な
が
り
が

ど
ん
な
に

大
切
か
を

思
い
ま
し

た
。

　
偏
見
や
差
別
意
識
を
持
た
な
い
人
は
い

な
い
。
だ
か
ら
こ
の
よ
う
な
学
習
を
す
る

機
会
は
大
切
だ
ね
、
と
話
し
合
え
た
こ
と

は
と
て
も
貴
重
な
こ
と
で
し
た
。
知
ら
な

い
こ
と
、
間
違
っ
て
理
解
し
て
い
た
こ
と

な
ど
を
発
見
し
反
省
し
な
が
ら
、
み
ん
な

で
分
か
ち
合
い
、
繋
が
っ
て
い
く
努
力
を

し
続
け
る
こ
と
は
本
当
に
必
要
な
こ
と
で

す
。

　
人
を
尊
ぶ
こ
と
、
自
分
も
大
切
に
す
る

こ
と
が
健
康
な
社
会
の
文
化
力
で
す
。
部

落
差
別
に
つ
い
て
、
寝
た
子
を
起
こ
す
な
、

と
い
う
言
葉
が
今
も
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
人
の
痛
み
や
辛
さ
、

悲
し
さ
を
知
ら
な
い
か
ら
言
え
る
こ
と
で

す
。
例
え
て
言
う
な
ら
ば
、
人
の
足
を
踏

ん
で
い
る
の
に
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
で
い

る
状
態
で
す
。
自
覚
が
な
い
ま
ま
に
差
別

に
加
担
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
今
、
偏
見
や
差
別
だ
け
で
な
く
貧
困
や

不
平
等
、
失
業
と
い
っ
た
社
会
経
済
的
な

危
機
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
に
陥
る
と
人
は
弱
い
者
に
怒
り
を
向
け

る
こ
と
も
起
き
ま
す
。
ネ
ッ
ト
上
の
匿
名

の
攻
撃
も
見
逃
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
人
と
知
り
合
い
、

教
え
ら
れ
た
り
学
び
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

偏
見
差
別
が
通
用
し
な
い
社
会
を
作
り
続

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲北御牧地区の人権啓発学習会
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まるごと生活百科

国 民 年 金 アドバイス

〈広告欄〉 ※この広告は「東御市広告掲載要綱」に基づいて掲載しています。広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします。

ワンポイントメモ税

1月の納税 （納期限 1月31日）

・国民健康保険税（普通徴収）（8期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）（7期）
・介護保険料（普通徴収）（7期）

●問い合わせ先　税務課　資産税係　☎ 62－ 1111
　　　　　　　　内線 11 7 1・11 7 2

　固定資産（土地・家屋）の名義を変えたいのですが、
どのような手続きが必要ですか。
　固定資産税は、毎年１月１日現在の登記簿上の所有
者に課税されます。固定資産所有者の名義を変える場

合は、長野地方法務局上田支局で所有権移転登記等の手続き
をお願いします。登記手続き完了後は、長野地方法務局上田
支局から市へ登記情報が通知されますので、市へ連絡してい
ただく必要はありません。
　ただし、登記されていない家屋は、市役所での名義変更の
手続きが必要になりますので、「未登記家屋所有者変更（兼
未登記家屋所有）届書」の提出をお願いいたします。

　市内に固定資産を所有していますが、固定資産税が
課税にならない場合はありますか。
　固定資産税には免税点という制度があります。市内
に同一の個人または法人が所有する土地、家屋、償却

資産それぞれの課税標準額（税額の基礎となる額）の合計額
が次の金額に満たない場合には、固定資産税は課税されません。

　例えば、土地・家屋の課税標準額の合計がそれぞれ28万
円の場合は、家屋は20万円を超えているため免税点以上と
なり固定資産税が課税されますが、土地は免税点が30万円
のため免税点未満となり固定資産税は課税されないことにな
ります。

土 　 　 地 3 0 万 円

家 　 　 屋 2 0 万 円

償 却 資 産 1 5 0 万 円

Q1

Q2

A1

A2

　国民年金は、年をとったときや病気や事故で障害が残った
ときの生活を現役世代みんなで支えようという考えでつくら
れた仕組みです。国民年金は20歳以上60歳未満の方の加入
が義務付けられています。

　20歳になってから、概ね２週間以内に日本年金機構から
「国民年金加入のお知らせ」「基礎年金番号通知書」「国民年
金保険料納付書」が送付されます。
※「基礎年金番号通知書」は加入する年金制度の変更や年金

の請求手続きなどに使用しますので大切に保管してくださ
い。

　20歳になってから約２週間程度経過しても「国民年金加
入のお知らせ」が届かない人は国民年金の加入手続きが必要
なため、市役所または年金事務所で手続きをしてください。
※厚生年金加入者およびその扶養となっている配偶者は除き

ます。

国民年金保険料は、月額16,590円（令和４年度）
　支払いをせず未納のままにしていると、将来65歳から受
け取る老齢基礎年金の額が少なくなったり、事故や病気で障
害が残ったときに受け取る障害基礎年金がもらえなくなりま
す。

　学生であったり、収入がなくて国民年金保険料が支払えな
いときは、免除・納付猶予や学生納付特例制度があります。
　老後や万が一のときに備えて、保険料の支払いが難しい場
合は、未納にするのではなく、免除・納付猶予または学生納
付特例を申請しましょう。

20歳になったら国民年金

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　☎0267－22－1082
　市民課　国保年金係　☎75－8810

国民年金加入のお知らせ

お知らせが届かない方

毎月の保険料

払えないときは…
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ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうございました。厚くお礼申し
あげます。（令和 4年11月に寄附をいただいたものです）

〈自然環境保護目的への寄附〉
・アルガママワイナリー（Arugamama Winery）　様
　（1万円）

〈湯の丸高原高地トレーニング施設整備事業に対する寄附〉
・㈱アヅマセラミテック　様（150万円）

〈東御市まち・ひと・しごと創生寄附活用事業〉
・ＡＭＵＳＥ㈱　様
・瀬戸㈱　様
・石井電気工業㈱　様（10万円）

・株式会社アソビズム　様
　（『ゲームを改造しながら学ぶScratchプログラミングド
リル：プロのゲームクリエイターが伝授！考えて遊んで
面白くするゲーム作りの思考法』７冊）

　上記については、同意をいただいた事項のみ領収日順
に掲載しています。

●問い合わせ先
　一般寄附金
　　総務課　財政係	 ☎ 64-5901
　　文化・スポーツ振興課　スポーツ係	☎ 75-1455
　企業版ふるさと寄附金
　　文化・スポーツ振興課　スポーツ係
　物品
　　総務課　契約財産係	 ☎ 64-5805

〈広告欄〉

東 御市チャンネル
チャンネル登録 お願いします

東御市チャンネル

一般寄附金

企業版ふるさと寄附金

物品

No.180
なるほど The ごみ

●問い合わせ先
　生活環境課　クリーンリサイクル係　☎63－6814

ごみ処理に使われているお金は
どれくらい？

　ごみを適切に処理するには、ごみの収集運搬や分別、焼却、
堆肥化、再資源化などを行いますが、これには皆さまの大切
な税金が使われています。
　令和３年度のごみ処理費用の総額は約４億5,762万円でし
た。市民１人当たりに換算すると約15,345円※になります。
※令和３年４月１日現在の人口、29,822人で計算

　ごみの減量や分別、資源化は、処理費用の削減や環境負荷
の軽減につながるほか、ごみ処理施設や焼却灰を埋め立てる
最終処分場の延命にも寄与します。
　引き続き、皆さまのご協力をお願いします。

令和3年度
ごみ処理費用総額
4億5,762万8千円

収集運搬費
9,596万7千円
●ごみ収集運搬、
　指定袋作成 等

ごみ処理費
2億2,161万1千円
●廃棄物焼却等処理費用、
　生ごみリサイクル施設運営 等

最終処分費
845万6千円
●最終処分、
　最終処分場管理 等

施設修繕費
8,959万5千円
●東部クリーンセンター
　および
　最終処分場設備等修繕

その他  4,199万9千円
●人件費、ごみ処理広域化推進費、
　生ごみ処理機器等設置補助金、ごみ処理計画策定 等
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ほどよく、田舎。とうみ ～今月のベストショット～
〔撮影者〕MM さん

〔タイトル〕「秋色」

和記念館は、保育園児の時よく遊んでいた場所です。今
度は親になって子供と一緒に綺麗な紅葉が見られました !

撮影場所：和学校記念館付近
撮影日：2022年11月19日

1月号掲載の応募締め切りは　1月11日（水）

撮影者から一言

①氏名②ペンネームで掲載希望の方はペンネーム③写真タイ
トル④撮影場所⑤撮影年月日⑥写真に込めた“ほどよく、田
舎”について（50 字以内）以上を記載のうえ、写真と一緒に
市公式 LINE またはメールアドレス（shiho-tomi@city.tomi.
nagano.jp）へお送りください。

12月は４件の応募がありました。
すべての作品をこちらからご覧いただけます。

応募作品一覧公開中

坂
さか

田
た

　陽
ひ

莉
まり

ちゃん
（常田） 

塩
しお

川
がわ

　恵
え

望
み

ちゃん
（横堰） 

ひまり♥お誕生日おめでとう
あっという間にもう１歳だね
ひまりのかわいい笑顔がみん
な大好きだよ♥これからも元
気いっぱいに育ってね

えみちゃん！♥
１歳おめでとう～！！
のあ姉ちゃん、けいだい兄
ちゃん、ゆうな姉ちゃんとみ
んな仲良く過ごそうね♥
かわいい、かわいいえみちゃ
んだいすきよぉ♥

1歳の誕生日おめでとう！ ご家族からお祝いのコメント

とうみっ子!!す す 育
く く て

1月
生まれ

　住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・TEL・コメント50字程度を添えて、shiho-tomi@city.
tomi.nagano.jpへメールいただくか、市公式LINE（ID：＠tomicity）までお送りください。締め切り
は、1月9日（月）必着。

（対象者 2月生まれの １
●

 歳）☆募集します！！☆
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ートピックスー　地域の話題

▲市役所で行われた顕彰の伝達式

▲記念音楽会で楽器の演奏とダンスを披露する児童たち

　市文化会館で11月18日、祢津小学校の130周年を祝う記
念式典と音楽会が開かれました。
　式典では、130周年記念事業実行委員長の塩

しお

川
がわ

壽
ひさ

友
とも

さんが
「祢津小学校は明治に始まり、大正、昭和、平成、令和と長
い時をかけて130周年を迎えた。『正しく　ゆかしく　たく
ましく』の基本目標を理念として、子どもたちが大きく成長
していく場になることを願っている」とあいさつ。記念品の
目録が塩川実行委員長から仲

なか

沢
ざわ

いずみ校長へ贈呈されました。
　また、記念音楽会では児童たちが元気な歌声や楽器の演奏
を披露し、母校の節目を祝いました。

地域で祝う学校の節目
祢津小学校創立130周年記念式典・音楽会

　2021年東京パラリンピックの競泳男子50mバタフライ（運動機能
障害 S7）で４位の成績を残したシンガポールのトー・ウェイ・ソーン
選手が、GMO アスリーツパーク湯の丸の屋内プールにおいて12月１
日から15日までの日程で合宿を行いました。
　同施設で競泳の外国人選手が合宿を行うのは今回が初めてで、９日に
は報道機関向けに練習を公開。トー選手は、「ここは準高地なので身体
を追い込むことができる。来年の大会で良いスタートが切れるようハー
ドなトレーニングを積みたい」と語り、力強い泳ぎを披露していました。

　本市は12月13日、交通死亡事故ゼロ700日の記録を達成した
市町村に贈られる「県交通安全運動推進本部市町村顕彰」を受け
ました。記録達成は10月20日で、市発足以来初の快挙となります。
　この日は市役所で顕彰の伝達式が行われ、上田地域振興局の山

やま

岸
ぎし

秋
あき

夫
お

副局長から田丸基廣副市長へ表彰状が授与されました。ま
た、同席した吉

よし

澤
ざわ

敏
さとし

上田警察署長からは、「行政と市民が一体と
なった積極的な交通安全の取組がこの結果につながっている。こ
の記録がさらに更新され続け、安全・安心な地域として発展され
ることを願っている」とお祝いの言葉をいただきました。

GMOアスリーツパーク湯の丸
競泳で初 外国人選手が合宿利用

交通死亡事故ゼロ700日達成！
市発足以来初の快挙

伝統の襷
たすき

リレー
第57回北御牧地区一周駅伝大会

　11月26日、北御牧地区の秋の恒例行事「北御牧地区一周駅伝
大会」（実行委員会主催）が開かれました。
　57回目となる今大会には、北御牧中学校の生徒で構成する４
チームと一般１チームの計５チームが出場。同地区内を巡る19
区間、全長約23㎞のコースを舞台に、各チームは一丸となって
襷をつなぎ、ゴールを目指しました。
　また、各中継所には生徒の保護者や学校関係者、地域の皆さん
が集まり、力走する選手たちに温かい声援が送られていました。

▲バタフライの練習をするトー選手

▲懸命に襷をつなぐ選手たち
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I・J・U
楽しんで
　ます！！
　東御市へ来た方、戻って
きた方から、選んだ理由や
魅力を紹介します。

とうみ

ぐらし

い

じゅ

う

市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ

市内交通事故統計 11月分
令和 4 年11月30日現在

当月分 累　計
（注1） 前年比

件 　 数 4件 60件 − 1件

傷 　 者 5名 70名 − 7名

死者（注2） 0名 0名 ±0名

（注1）令和4 年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝11月の火災・救急件数＝
※カッコ内は令和4年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（12月１ 日現在）

令和4 年11月 令和3年11月
最高気温 21.2℃（12日） 19.1℃（ 7日）

最低気温 0.0℃（19日） −4.4℃（30日）

平均気温 9.0℃　 8.4℃
降 水 量 53.5㎜ 24.0㎜
※平成27年11月分から新しい観測システムによる
データを掲載しています。

※カッコ内は前月対比
資料:住民基本台帳 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡し、 
必ず消火のできる準備をしましょう。

世帯数
	12,384世帯（＋ 1）
総人口
	 29,550人（＋ 3）
男	14,660人（＋ 1）
女	14,890人（＋ 2）

転入	 82人
転出	 65人
出生	 18人
死亡	 30人
その他	 − 2人
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“ とうみ ” で
やりたいことは？

Q

　今月号は、新春特別号というこ
とで、いつもとは違う市報の表紙に
なっています。いかがだったでしょ
うか。
　特集でお伝えした丸山智己さんの
東御市ふるさとPR 大使２年目の活
動を取材し、東御市の良さを市内・
市外へ発信したいという丸山さんの
強い想いを間近で感じることができ、
市報制作に携わる私としては、とて
も貴重な経験となりました。
　撮影秘話としては、数回、丸山さ
んが本番撮影する前の写真の構図
等決める代役を私が務めましたが、
本番そこに立つカッコいい丸山さん
の姿と、先ほどまで代役として立っ
ていた自分の姿があまりにも違い、
ショックを受けたのはここだけの話
です。
　次号からも、市民の方はもちろん、
市外の方へもより伝わるような市報
制作を心掛けていきます。
	 （市報担当 樋村）

岡山県出身／ I ターン

新
しん

谷
たに

　いずみさん
（加沢）

　
今
月
は
、
市
内
で
小
料
理
屋
を
営
む
新
谷
い
ず
み

さ
ん
に
〝
と
う
み
〟
の
魅
力
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

〜
＊
〜
＊
〜
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〜
＊
〜
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〜
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〜

　
東
御
市
の
皆
さ
ま
初
め
ま
し
て
、
新
谷
い
ず
み
と

申
し
ま
す
。
岡
山
県
か
ら
移
住
し
、
令
和
４
年
９
月

に
加
沢
で
「
手
料
理
と
お
酒
is
」
と
い
う
小
料
理
屋

を
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
の
生
い
立
ち
か
ら
少
し
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
高
校
で
は
柔
道
に
明
け
暮
れ
る
日
々
を
過

ご
し
た
後
、
料
理
上
手
だ
っ
た
母
親
に
憧
れ
、
大
阪

の
調
理
専
門
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
母

と
二
人
で
岡
山
市
内
に
カ
フ
ェ
を
開
業
。
朝
仕
事
を

終
え
た
農
家
の
方
々
に
モ
ー
ニ
ン
グ
を
提
供
し
た
り
、

仕
事
中
の
昼
食
に
寄
っ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
調
理

と
接
客
の
楽
し
さ
を
お
客
様
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
平
成
27
年
に
母
が
体
調
を
崩
し
閉
店
。
そ
の

後
は
、
35
歳
で
岡
山
の
飲
食
店
に
入
社
し
ま
し
た
が
、

自
身
の
や
り
た
い
こ
と
が
出
来
ず
に
令
和
3
年
に
退

職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
環
境
を
変
え
よ
う
と
転
職
サ

イ
ト
で
見
つ
け
た
軽
井
沢
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
き

始
め
ま
し
た
が
、
や
り
た
い
こ
と
が
出
来
ず
に
モ
ヤ

モ
ヤ
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
お
客
様
の
一
人
か
ら
東
御

市
に
あ
る
食
堂
が
閉
店
し
、
次
の
経
営
者
を
探
し
て

い
る
と
伺
い
、
即
決
で
移
住
、
開
業
を
決
め
ま
し
た
。

　
私
は
「
縁
」
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

開
業
前
か
ら
建
設
会
社
や
金
融
機
関
、
東
御
市
商
工

会
の
方
々
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
業
は

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
近
所
の
方
が
来
て
く

だ
さ
り
、
商
工
会
に
入
会
し
た
こ
と
に
よ
り
自
営
業

や
企
業
経
営
者
の
方
々
が
来
て
く
だ
さ
り
、
そ
こ
か

ら
「
縁
」
が
つ
な
が
り
、
幅
広
い
方
に
連
日
お
越
し

い
た
だ
き
、
幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
東
御

市
の
魅
力
は
こ
こ
に
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
ま
さ
に

「
人
」
に
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
開
業
か
ら
３
カ
月
余

り
で
す
が
、
お
客
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
「
愛
」
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
内
の
飲
食
店
を
ご
紹
介
い
た

だ
い
た
り
、
差
し
入
れ
を
い
た
だ
い
た
り
、
毎
日
の

よ
う
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
り
…
、
皆
さ
ま
か
ら
の

愛
を
感
じ
、
こ
こ
に
移
住
し
、
開
業
で
き
た
こ
と
を

と
て
も
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
家
族
で
、
カ
ッ
プ
ル
で
、
お
一
人
様
で
、
ぜ
ひ
お

店
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

火災 1件（ 22件）
救急 115件（1,263件）


